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1

は
　
　
じ
　
め
　
　
に

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
中
部
ル
ソ
ン
の
農
村
の
社
会
経
済
構
造
に
関
す
る
研
究
は
モ
ノ
グ
ラ
フ
の
充
実
を
併
行
し
な
が
ら
蓄
積
を
深
め
て
き
て
い

る
。
こ
の
蓄
積
の
深
ま
り
は
、
実
態
調
査
が
単
発
的
に
で
は
な
く
、
系
統
的
に
す
す
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
主
な
成
果
は
、
第
一
に
、
中
部
ル
ソ
ン
米
作
地
帯
の
農
村
か
ら
二
つ
の
土
地
所
有
関
係
類
型
を
、
す
な
わ
ち
小
規
模
地

主
が
集
中
す
る
「
分
散
的
所
有
」
型
と
、
大
規
模
地
主
の
面
積
が
独
占
す
る
「
ハ
シ
エ
ン
ダ
所
有
」
型
と
を
摘
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。
い
ず
れ

の
型
の
場
合
も
、
土
地
所
有
関
係
の
一
極
で
あ
る
地
主
は
、
村
外
在
住
地
主
で
あ
る
点
で
は
共
通
す
る
。
両
者
が
異
な
る
の
は
村
内
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

で
あ
り
、
　
「
ハ
シ
エ
ン
ダ
所
有
」
型
で
は
、
地
主
階
級
の
代
理
人
で
あ
る
カ
テ
ィ
ワ
ラ
と
小
作
人
と
の
間
に
現
象
的
な
対
抗
関
係
が
み
ら
れ
る

が
、
　
「
分
散
的
所
有
」
型
で
は
む
し
ろ
村
内
に
カ
テ
ィ
ワ
ラ
を
も
た
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
の
で
、
村
内
で
の
社
会
経
済
構
造
は
水
平
的
に
な

っ
て
し
ま
う
。
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3
）

　
「
ハ
シ
エ
ン
ダ
所
有
」
型
は
、
典
型
例
と
し
て
は
、
ヌ
エ
バ
・
エ
シ
ハ
州
ギ
ン
バ
町
サ
ン
・
ア
ン
ド
レ
ス
村
で
あ
り
、
ラ
グ
ー
ナ
州
S
村
で
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5
）

あ
る
。
ま
た
「
分
散
的
所
有
」
型
は
、
典
型
例
と
し
て
は
ブ
ラ
カ
ン
州
バ
リ
ワ
グ
市
カ
ト
リ
ナ
ン
村
で
あ
り
、
ま
た
ラ
グ
ー
ナ
州
ト
ウ
ブ
ア
ン

村
で
あ
る
。

第
二
旨
』
』
れ
ら
の
悔
・
土
地
農
地
改
革
生
産
関
係
の
変
化
、
「
緑
の
革
命
」
衰
術
革
新
毒
難
の
驚
－
生
産
力
の
変

化
、
を
通
じ
て
村
の
社
会
経
済
構
造
の
変
化
U
生
産
様
式
・
上
部
構
造
の
変
化
、
さ
ら
に
は
生
活
様
式
の
変
化
が
ど
の
よ
う
に
生
じ
て
き
て
い

る
か
、
こ
の
こ
と
が
第
一
で
指
摘
し
た
「
所
有
」
型
の
崩
壊
・
再
編
成
過
程
を
、
村
レ
ベ
ル
の
実
態
調
査
が
解
明
し
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。

　
す
な
わ
ち
「
ハ
シ
エ
ン
ダ
所
有
」
型
一
農
村
は
、
農
地
改
革
に
よ
り
カ
テ
ィ
ワ
ラ
を
必
要
と
し
な
く
な
り
、
村
内
で
の
垂
直
的
対
抗
関
係
は
姿

を
か
く
し
た
。
し
か
し
、
旧
カ
テ
ィ
ワ
ラ
の
上
層
小
作
人
へ
の
転
向
に
よ
り
、
水
平
的
で
あ
っ
た
村
内
で
の
農
業
経
営
階
層
問
の
格
差
は
む
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
マ
ロ

ろ
拡
大
さ
れ
、
村
内
で
の
社
会
経
済
構
造
の
重
層
性
が
顕
在
化
、
強
化
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
村
内
で
の
重
層
性
は
、
　
「
分
散
的
所
有
」
型
の
農

村
に
お
い
て
も
表
面
化
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
「
分
散
的
所
有
」
型
は
、
開
拓
の
歴
史
が
比
較
的
古
く
、
ま
た
マ
ニ
ラ
近
郊
に
分
布
し
て
い
る

た
め
に
、
特
殊
カ
ト
リ
ナ
ン
村
に
お
け
る
よ
う
に
小
作
農
の
小
農
民
化
へ
の
動
き
と
、
そ
れ
に
対
応
し
て
小
作
地
の
保
有
の
有
無
が
、
村
内
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

の
階
層
間
格
差
形
成
に
直
接
に
結
び
つ
い
て
い
く
動
向
と
か
、
さ
ら
に
米
作
の
生
産
性
の
向
上
と
人
口
圧
の
高
ま
り
と
が
関
連
し
あ
っ
て
、
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

重
小
作
制
、
ま
た
雇
用
労
働
形
態
で
の
フ
ヌ
サ
ン
制
か
ら
ガ
マ
制
へ
の
移
行
な
ど
が
、
制
度
的
に
も
あ
ら
わ
れ
て
き
て
い
る
。

　
第
三
に
は
、
第
二
の
指
摘
か
ら
引
き
出
さ
れ
て
く
る
が
、
二
つ
の
型
を
も
ち
な
が
ら
も
、
基
本
的
に
は
地
主
制
が
強
く
展
開
し
て
い
た
中
部
ル

ソ
ン
の
農
村
が
、
農
地
改
革
、
　
「
緑
の
革
命
」
を
経
験
す
る
な
か
で
、
資
本
主
義
経
済
と
直
接
的
に
対
峙
す
る
こ
と
に
な
り
、
今
後
ど
の
よ
う

に
組
み
こ
ま
れ
、
編
制
が
え
を
う
け
て
い
く
か
、
と
い
う
点
に
関
し
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
現
象
的
に
は
農
村
の
都
市
化
と
し
て
登
場
し
て
く
る
。

都
市
化
は
さ
ま
ざ
な
ま
側
面
で
あ
ら
わ
れ
て
く
る
が
、
マ
ニ
ラ
に
農
業
以
外
の
主
要
な
経
済
活
動
が
極
端
に
集
中
す
る
と
い
う
地
域
構
造
の
下

で
は
土
地
利
用
で
の
工
業
化
を
含
む
都
市
化
は
、
よ
り
マ
ニ
ラ
に
近
い
地
帯
で
す
す
み
、
労
働
力
面
で
の
波
及
は
そ
の
地
帯
の
周
辺
に
及
び
、
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中
部
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域
性
－
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農
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造
と
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域
性
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

た
と
え
ば
ブ
ラ
カ
ン
州
サ
ン
・
ミ
ゲ
ル
町
ハ
サ
ー
ン
村
、
同
州
カ
ル
ン
ピ
ト
町
プ
ン
ゴ
村
、
同
州
プ
ラ
デ
ィ
デ
ー
ル
村
な
ど
で
は
、
都
市
化
と

人
口
圧
と
の
か
ら
み
で
、
地
域
労
働
市
場
の
再
編
制
過
程
、
す
な
わ
ち
、
非
農
業
兼
業
の
役
割
の
比
重
の
増
大
な
ど
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
1
3
）

　
こ
の
よ
う
な
村
レ
ベ
ル
の
実
態
調
査
の
研
究
は
、
土
地
制
度
の
動
向
の
研
究
な
ど
と
結
び
つ
き
な
が
ら
す
す
ん
で
き
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

な
お
、
特
定
村
の
研
究
で
あ
っ
て
、
モ
ノ
グ
ラ
フ
の
み
か
ら
中
部
ル
ソ
ン
の
全
体
像
を
引
き
だ
す
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

　
こ
の
い
わ
ば
モ
ノ
グ
ラ
フ
と
中
部
ル
ソ
ン
の
全
体
像
と
を
結
び
つ
け
る
に
は
、
論
理
的
に
は
村
を
単
位
と
し
た
全
国
統
計
の
操
作
を
加
え

て
、
議
論
を
す
す
め
て
い
く
し
か
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
官
庁
統
計
の
利
用
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
官
庁
統
計
の
利
用
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
〕

全
国
規
模
で
は
州
単
位
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
市
町
別
に
よ
る
分
析
は
、
モ
ノ
グ
ラ
フ
の
位
置
づ
け
の
た
め
に
村
の
属
す
る
市
町
の
性
格
を
一

指
標
の
み
か
ら
行
な
っ
て
き
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
は
、
モ
ノ
グ
ラ
フ
と
全
体
像
と
を
結
び
つ
け
る
方
法
論
を
含
む
研
究
が
お

く
れ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
本
研
究
は
こ
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
と
全
体
像
と
を
結
び
つ
け
る
中
間
項
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る
こ
と
に
目
的
を
も
つ
。
つ
ま
り
モ
ノ
グ
ラ
フ

で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
諸
事
実
が
、
即
全
体
像
と
結
び
つ
か
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
を
主
張
で
き
る
範
囲
は
ど
こ
ま
で
あ
る
か
。
ま
た
こ

れ
ら
の
諸
事
実
は
、
常
に
空
間
的
位
置
を
も
っ
て
具
体
的
に
展
開
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
、
地
域
的
差
異
を
含
み
な
が
ら
も
ど
こ
ま
で
共
通
性

を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
考
察
し
た
い
。

　
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
一
九
七
一
年
農
業
セ
ン
サ
ス
を
利
用
す
る
の
で
、
人
口
セ
ン
サ
ス
を
含
め
た
全
面
的
な
展
開
は
今
後
の
課
題
と
し
て
残

　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

さ
ざ
る
を
得
な
い
。
分
析
単
位
と
し
て
は
基
本
的
に
は
州
単
位
を
と
り
あ
げ
、
必
要
に
応
じ
て
市
町
単
位
か
ら
引
き
だ
せ
る
農
業
構
造
の
地
域

性
を
提
出
し
た
い
。
な
お
こ
こ
で
中
部
ル
ソ
ン
と
は
、
政
府
統
計
で
い
う
リ
ー
ジ
ョ
ン
皿
（
パ
タ
ー
ン
、
ブ
ラ
カ
ン
、
ヌ
エ
バ
・
エ
シ
ハ
、
。
ハ

ン
パ
ン
ガ
、
タ
ル
ラ
ク
、
サ
ン
バ
レ
ス
の
六
州
）
で
は
な
く
、
中
部
ル
ソ
ン
の
沖
積
低
地
を
中
心
と
し
た
パ
ン
ガ
シ
ナ
ン
、
タ
ル
ラ
ク
、
ヌ
エ

バ
・
エ
シ
ハ
、
ブ
ラ
カ
ン
、
パ
ン
パ
ン
ガ
の
五
州
を
範
囲
と
す
る
（
第
1
図
）
。
そ
の
面
積
は
五
州
で
一
八
、
五
二
・
六
廟
で
あ
り
、
関
東
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ﾉ
鴬
遷
毒
舅
な
．
気

　
　
（
3
）

　
　
　
　
第
四
号
、
一
九
八
○
年
）
。

　
　
（
4
）
　
高
橋
彰
「
バ
リ
ォ
ー
ー
カ
ト
リ
ナ
ン
ー
フ
ィ
リ
。
ヒ
ン
米
作
農
村
t
」

　
　
（
5
）

　
　
　
　
社
会
構
造
H
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
六
七
年
）
。

　
　
（
6
）
　
村
と
は
バ
リ
オ
（
ω
巽
ユ
。
）
の
こ
と
で
あ
り
、
市
町
と
は
ミ
ュ
ニ
シ
パ
リ
テ
ィ

　
　
　
　
本
農
村
の
小
字
単
位
と
な
る
。

　
　
　
　
－
中
部
ル
ソ
ン
の
農
業
構
造
と
地
域
性
－

菊
地
眞
夫
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
農
村
に
お
け
る
制
度
変
化
（
■
）
ー
ラ
グ
ー
ナ
州
の
両
極
分
解
型
米
作
農
村
l
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
野
盛
雄
編
著
『
ア
ジ
ア
の
農
村
』
東
京
大
学
出
版
会
、

梅
原
弘
光
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
米
作
農
村
ー
ラ
グ
ー
ナ
州
ト
ウ
ブ
ア
ン
村
の
実
態
調
査
報
告
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
言
口
昌
一
9
ロ
四
ユ
一
網
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一

平
野
と
対
置
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
1
）
　
差
配
人
で
あ
り
、
収
穫
量
の
記
帳
、
小
作
料

　
　
の
と
り
た
て
な
ど
の
仕
事
を
し
、
そ
の
か
わ
り
に

　
　
地
主
か
ら
、
特
別
に
小
作
地
を
借
り
受
け
仁
り
、

　
　
手
数
料
と
し
て
小
作
料
の
五
～
一
〇
％
を
受
け
と

　
　
　
つ
た
り
す
る
。
ハ
シ
エ
ン
ダ
型
に
お
い
て
は
、
差

　
　
配
人
は
複
数
で
あ
り
、
差
配
人
自
体
に
も
階
層
性

　
　
が
っ
く
ら
れ
る
。

　
（
2
）
　
梅
原
弘
光
「
中
部
ル
ソ
ン
の
ハ
シ
エ
ン
ダ
．

　
　
　
バ
リ
オ
ー
ヌ
エ
バ
・
エ
シ
ハ
州
サ
ン
．
ア
ン
ド
レ

　
　
　
ス
村
の
事
例
、
ω
図
」
（
『
ア
ジ
ア
経
済
』
第
一
三

　
　
・
巻
第
九
号
、
一
一
号
、
一
九
七
二
年
九
月
、
一
一

　
　
　
月
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
農
業
総
合
研
究
』
第
三
三
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六
九
年
）
。

　
　
（
滝
川
・
斎
藤
編
著
『
ア
ジ
ア
の
土
地
制
度
と
農
村

　
　
　
　
の
こ
と
で
あ
る
。
村
と
は
イ
メ
ー
ジ
的
に
は
日



　
　
一
中
部
ル
ソ
ン
の
農
業
構
造
と
地
域
性
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二

（
7
）
　
梅
原
弘
光
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
米
作
農
村
の
構
造
変
化
－
中
部
ル
ソ
ン
の
一
ハ
シ
ェ
ン
ダ
・
パ
リ
ォ
の
事
例
を
中
心
と
し
て
I
」
（
滝
川
勉
編
著
『
東

　
　
南
ア
ジ
ア
農
村
社
会
構
造
の
変
動
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
八
○
年
）
。

（
8
）
高
橋
彰
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
農
村
の
構
造
変
化
と
賃
労
働
者
層
」
（
『
ア
ジ
ア
経
済
』
第
一
八
巻
第
六
・
七
合
併
号
、
一
九
七
七
年
七
月
）

（
9
）
　
菊
地
眞
夫
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
農
村
に
お
け
る
制
度
的
変
化
ー
ラ
グ
ー
ナ
州
一
米
作
農
村
の
事
例
分
析
1
」
（
『
農
業
総
合
研
究
』
第
三
二
巻
第
三
号
、

　
　
一
九
七
八
年
七
月
）
。
「
フ
ヌ
サ
ン
と
は
、
収
穫
・
脱
穀
作
業
に
雇
用
さ
れ
、
そ
の
賃
金
と
し
て
収
穫
物
の
一
定
割
合
を
現
物
賃
金
”
収
穫
者
シ
ェ
ア
と

　
　
し
て
受
け
取
る
労
働
力
を
指
し
」
、
「
ガ
マ
労
働
力
は
こ
の
フ
ヌ
サ
ン
労
働
力
と
似
て
い
る
が
、
収
穫
・
脱
穀
作
業
だ
け
で
な
く
、
除
草
作
業
ま
で
含

　
　
め
」
　
（
六
〇
頁
）
ら
れ
て
い
る
。

（
－
o
）
ω
。
α
ロ
ω
け
凹
し
r
P
”
＞
の
切
。
山
善
。
暮
。
＝
ゴ
。
塁
8
什
玉
什
鴇
。
＝
ぼ
評
注
寄
目
。
§
H
居
回
。
壽
景
砕
一
9
1
＞
ω
言
辞
。
3
蕃
昌
。
言

　
　
望
三
〇
勺
…
に
9
9
言
旨
旨
、
国
包
m
8
p
　
ぎ
ω
簿
耳
o
o
h
O
o
奉
】
o
豆
£
浮
8
0
三
鼻
↓
o
吋
苫
弘
O
§

（
n
）
寄
の
。
。
P
ω
・
こ
。
げ
9
区
評
『
墓
－
什
冨
ピ
霧
8
．
ω
妻
R
尽
馨
。
ω
餌
区
℃
。
器
8
晋
畳
。
昌
（
↓
ぎ
＜
一
望
。
｛
些
。
ζ
器
暴
■
ピ
。
ω
ω
8

　
　
ω
蔓
ニ
ロ
ω
ロ
一
g
彗
”
ぎ
穿
。
蕃
昌
。
y
　
写
一
一
一
箸
幕
ω
。
。
一
。
一
。
昏
巴
寄
差
毛
一
＜
。
一
N
ρ
z
3
一
＼
b
。
」
裏
印
言
巨
一
。
鐸

（
1
2
）
隔
。
ω
。
喜
一
ロ
。
ρ
＞
・
ミ
芽
z
。
『
暴
＆
。
o
。
い
。
。
口
餌
区
一
臣
言
。
写
彗
8
の
一
」
●
”
ω
8
一
。
8
8
。
巨
。
o
訂
£
。
。
≧
§
国
雲
象
ぎ
貰
ω

　
　
。
；
の
『
”
『
一
弩
召
。
目
員
＞
菊
。
の
…
薯
。
亀
一
畳
α
。
一
（
切
語
§
）
年
塁
H
邑
什
賃
。
。
h
霊
言
冨
。
2
ε
『
。
ぎ
＞
§
8
ぎ
亭

　
　
一
m
q
三
＜
o
話
律
ざ
O
ぎ
8
ロ
Ω
昌
”
目
零
o
o
。

（
1
3
）
　
梅
原
弘
光
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
私
的
土
地
所
有
権
展
開
に
関
す
る
一
考
察
i
ス
ペ
イ
ン
土
地
政
策
と
の
関
連
を
中
心
と
し
て
i
」
　
（
斎
藤

　
　
仁
編
著
『
ア
ジ
ア
土
地
政
策
論
序
説
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
七
六
年
）
。
高
橋
彰
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
土
地
改
革
」
（
大
和
田
啓
気
編
著
『
ア
ジ
ア

　
　
の
土
地
改
革
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
■
九
六
二
年
）
。
滝
川
勉
『
戦
後
フ
ィ
リ
ピ
ン
農
地
改
革
論
』
　
（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
七
六
年
）

（
1
4
）
さ
げ
”
『
罫
≦
【
讐
口
す
》
置
畳
幻
。
日
§
7
戸
為
。
尽
目
β
い
。
切
ω
8
ρ
o
彗
。
曇
ぎ
国
替
。
H
月
一
｛
8
岳
。
諺
。
嵩
。
義
。
9
竃
9

　
H
口
。
鼻
口
け
。
。
h
垂
言
口
。
2
ε
『
。
ぎ
ぎ
§
α
。
蒼
自
陣
ポ
¢
暑
含
蓄
区
§
冒
ω
一
翼
。
。
岳
§
。
再
量
。
一
。
冒
g
；
呂

　
　
勾
。
ω
o
鴛
9
ぎ
¢
旨
話
邑
な
。
＝
『
o
評
＝
一
箸
ぎ
3
0
ロ
g
8
0
一
骨
ざ
一
〇
蚕



（
巧
）
。
。
藝
。
獅
ω
…
。
”
ω
。
嘱
2
…
聾
塁
冒
窪
一
℃
喜
一
・
ヨ
ω
一
5
℃
R
ω
℃
．
．
け
一
＜
．
・
＜
．
一
・
一
・
G
昌
一
＜
．
昌
ω
一
け
嘱
．
｛
け
『
．
｝
『
一
一
一
℃
℃
幽
⇒
．
ω
、

　
　
　
θ
g
8
9
蔓
レ
O
§

（
垢
二
九
六
。
年
肇
セ
ン
サ
ス
に
関
す
る
・
州
別
分
誓
す
で
量
わ
れ
て
い
る
．
渡
辺
哲
男
「
嚢
経
営
の
地
域
構
造
⊥
九
山
ハ
。
年
農
業
セ

　　

@
ン
サ
ス
に
よ
る
土
地
利
用
の
分
析
1
」
（
寡
幸
則
響
『
フ
ィ
ー
ピ
ン
の
農
業
1
現
状
と
課
題
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
充
七
。
年
）
．
な
お

　
　
　
七
葦
肇
セ
ン
サ
ス
の
そ
設
鶉
注
（
妬
）
で
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
概
括
的
で
あ
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
　
土
地
所
有
関
係

　
　
①
　
所
有
形
態

一
九
七
一
年
塞
け
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
全
体
の
土
地
所
有
形
態
は
、
嚢
≡
五
山
万
戸
の
う
ち
、
自
作
農
五
八
．
。
％
、
自
小
作
農
二

西
％
示
作
壁
九
・
易
そ
の
他
丁
七
％
で
曹
、
自
作
農
の
割
合
が
も
っ
と
も
高
い
．
と
こ
ろ
が
中
部
ル
ソ
ン
五
州
で
は
小
作
農

の
割
合
霜
対
的
に
か
な
り
高
い
・
す
な
わ
ち
、
パ
ン
パ
ン
ガ
の
七
九
・
・
％
叢
高
と
し
て
、
美
ハ
．
エ
シ
ハ
五
二
．
八
％
、
ブ
ラ
カ
ン

五
七
・
六
％
、
タ
ル
ラ
ク
五
二
・
八
％
、
パ
ン
ガ
シ
ナ
ン
三
九
．
四
％
で
あ
る
。

第
2
図
は
こ
れ
を
市
町
別
に
調
べ
奄
の
で
餌
．
）
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
か
な
り
の
地
域
差
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
る
．
小
作
農
率
八
。
％

以
上
が
集
中
す
る
の
は
；
フ
覆
そ
そ
ぐ
づ
パ
ン
が
川
の
沖
積
碧
忠
と
す
る
農
で
あ
る
．
こ
れ
に
対
し
て
、
至
バ
．
エ
シ
ハ
東

部
お
よ
び
そ
れ
に
接
す
る
ブ
ラ
カ
ン
東
部
の
山
間
農
、
パ
ン
ガ
シ
ナ
ン
の
半
島
部
と
リ
ン
ガ
イ
難
饗
ど
に
お
い
て
は
、
自
作
農
率
が
六

〇
％
未
満
の
市
町
が
分
布
し
て
い
る
。

小
作
農
は
・
そ
の
小
作
料
隻
払
う
形
態
か
ら
、
現
金
小
作
、
現
物
定
額
小
作
、
分
益
小
作
、
無
地
代
小
作
、
そ
の
他
の
小
作
の
五
つ
に
細

分
さ
れ
て
い
る
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
全
体
で
は
示
作
賽
六
八
一
、
六
五
八
人
で
あ
り
、
う
ち
分
益
小
作
叢
大
で
八
一
二
．
五
％
、
次
い
で
現
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三

　
　
　
－
中
部
ル
ソ
ン
の
農
業
構
造
と
地
域
性
1



1
中
部
ル
ソ
ン
の
農
業
構
造
と
地
域
性
－

o

薗

ノ
t
、
｝
、

ノ
＼

　
！

．
ノ

／

第2図小作農率の分布

、
．

■
、
．

　
　
％
　
　
ゲ
ゆ
　
　
％
　
　
ゲ
。

上
　
　
3
　
　
9
　
　
9
　
　
9
，

似
　
四
　
鳳
　
鎗
　
n

破
　
卜
　
卜
　
卜
　
肝

胆
　
㎝
　
姐
　
⑳
　
住

■
器
皿
□

聡

　　爆」
（出典）1971年農業センサスにより作図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

定
額
小
作
が
七
・
三
％
、
無
地
代
小
作
五
・
八

％
、
現
金
小
作
○
・
八
％
、
そ
の
他
の
小
作
二

．
六
％
で
あ
っ
た
。
小
作
農
の
形
態
に
お
け
る

中
部
ル
ソ
ン
五
州
の
特
徴
は
、
分
益
小
作
の
比

率
が
、
パ
ン
ガ
シ
ナ
ン
の
八
四
・
七
％
を
別
に

す
れ
ば
五
三
・
七
～
六
九
・
O
％
の
あ
い
だ
で

あ
り
、
全
国
に
比
べ
て
低
い
こ
と
に
あ
る
。
逆

に
現
物
定
額
小
作
の
比
率
は
、
パ
ン
ガ
シ
ナ
ン

の
一
〇
・
○
％
を
例
外
と
す
れ
ば
、
二
五
・
○

～
三
八
．
四
％
の
あ
い
だ
に
分
布
す
る
と
い

う
、
全
国
に
比
べ
て
高
い
。
現
物
小
作
は
全
国

平
均
に
近
い
が
、
無
地
代
小
作
は
一
・
○
～
二

・
九
％
と
低
い
。

　
小
作
形
態
の
な
か
で
も
、
最
大
の
割
合
を
占
め
て
い
る
分
益
小
作
農
の
一
九
六
〇
～
七
一
年
の
間
の
変
化
は
、
全
国
で
は
、
小
作
形
態
全
体

が
二
一
．
二
％
の
減
少
を
し
て
い
る
な
か
で
、
ほ
ぼ
同
率
の
二
三
・
六
％
減
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
現
物
定
額
小
作
と
無
地
代
小
作

と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
六
．
○
％
、
三
一
．
八
％
の
増
加
を
み
せ
て
い
る
。
中
部
ル
ソ
ン
五
州
に
関
し
て
い
え
ば
、
分
益
小
作
農
率
は
・
・
ハ
ン
ガ

シ
ナ
ン
の
全
国
平
均
的
減
少
を
の
ぞ
け
ば
、
三
七
．
六
～
五
二
二
二
％
の
著
し
い
減
少
を
み
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
増
加
し
た
小
作
形

態
は
、
パ
ン
パ
ン
ガ
を
除
け
ば
、
増
加
率
に
幅
を
も
た
せ
な
が
ら
も
、
全
国
的
な
動
向
と
対
応
し
て
、
現
物
定
額
小
作
、
無
地
代
小
作
の
二
つ



で
あ
る
。
パ
ン
パ
ン
ガ
の
場
合
に
は
、
現
物
定
額
小
作
だ
け
が
増
加
し
、
無
地
代
小
作
は
減
少
し
て
い
る
。

こ
の
吉
串
部
ル
ソ
ン
五
州
で
は
州
間
菱
若
素
が
魯
み
蒙
宅
、
づ
ガ
シ
ナ
ン
を
除
譲
、
分
益
小
作
の
減
少
u
現
物
定
額

小
作
の
増
加
が
基
国
的
動
喫
か
沓
上
回
わ
る
水
準
で
実
現
し
て
き
た
．
こ
こ
で
の
分
益
小
作
－
現
物
嘉
小
作
へ
の
移
行
は
、
基
本
的

に
竺
九
六
三
年
の
農
地
改
革
法
の
成
畢
あ
る
が
、
「
マ
柔
か
失
統
領
の
政
権
歪
諫
て
、
ま
生
九
七
。
年
以
前
の
前
期
マ
ル
コ

ス
政
権
下
に
お
い
て
農
地
改
革
区
の
選
・
奮
は
ほ
と
ん
ど
ル
ソ
蔦
眞
定
さ
れ
、
特
に
農
業
不
安
の
焦
点
で
あ
る
中
部
ル
ソ
ン
に
集

　
　
　
　
　
　
（
2
）

中
し
た
の
で
あ
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
農
地
改
革
区
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
方
式
で
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
わ
れ
て
き
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
分
益
小
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
現
物
定
額
小
作
へ
の
移
行
が
不
均
等
に
な
る

第3図小作農における分益農比率㊤分布

一
認
皿
囲
ロ

ー
中
部
ル
ソ
ン
の
農
業
構
造
と
地
域
惟
一

（出典）1971年農業センサスにより作図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

で
あ
ろ
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
第
3
図
は
、
一

九
七
一
年
の
小
作
農
に
占
め
る
分
益
小
作
形
態

の
割
合
の
市
町
別
分
布
を
示
し
て
い
る
。
一
瞥

し
て
、
そ
の
著
し
い
地
域
差
を
知
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
分
益
小
作
農
率
が
八
○
・
○
％
以
上

を
占
め
る
よ
う
な
地
域
は
、
パ
ン
ガ
シ
ナ
ン
の

ほ
ぼ
全
域
、
ヌ
エ
バ
・
エ
シ
ハ
の
山
間
部
、
タ

ル
ラ
ク
の
パ
ン
ガ
シ
ナ
ン
に
接
し
て
い
る
部

分
、
・
ハ
ン
パ
ン
ガ
か
ら
ブ
ラ
カ
ン
に
い
た
る
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五



　
　
　
－
中
部
ル
ソ
ン
の
農
業
構
造
と
地
域
性
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六

岸
部
、
ブ
ラ
カ
ン
南
部
な
ど
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
分
益
小
作
農
率
が
低
い
の
は
中
部
ル
ソ
ン
の
中
央
部
を
中
心
と
し
た
地
域
に
お
い
て
で

あ
る
。
そ
し
て
、
前
掲
第
2
図
と
の
対
比
で
、
パ
ン
パ
ン
ガ
の
海
岸
部
を
の
ぞ
け
ば
、
小
作
農
率
の
高
い
地
域
で
は
分
益
小
作
形
態
の
割
合
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

低
い
、
つ
ま
り
現
物
定
額
小
作
形
態
の
割
合
が
高
く
な
る
と
い
う
傾
向
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
主
な
経
営
形
態
に
つ
い
て
は
、
小
作
農
率
は
、
全
国
平
均
で
は
、
甘
蔗
作
五
四
・
四
％
、
稲
作
三
六
・
八
％
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
作

三
〇
．
四
％
、
コ
コ
ナ
ッ
ツ
作
一
八
・
二
％
、
根
菜
作
一
六
・
四
％
で
あ
り
、
中
部
ル
ソ
ン
五
州
の
中
心
作
目
で
あ
る
稲
作
は
甘
蔗
作
に
つ
い

で
小
作
農
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
小
作
の
諸
形
態
で
は
、
稲
作
は
分
益
小
作
農
率
が
八
○
・
一
％
と
小
作
全
体
の
八
三
・
五
％
に
比
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ば
低
い
も
の
の
、
か
な
り
高
い
水
準
に
と
ど

布
　
　
　
　
一
㌧
t
、
！
伍
　
　
　
　ま
っ
て
お
り
、
中
部
ル
ソ
ン
で
の
稲
作
経
営
の

　
分

　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
物
定
額
小
作
比
率
の
高
さ
は
、
単
に
作
目
間

　
模
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
図

第4図農家1戸当平均経営耕地面積規

脚

ロ
フ
ラ
も
ラ

ぬ
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髪蓼姻施
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皿］乳暁晒

E二］噛施

　　　’、　、．レー
　　　　ヤノ
（出典）1971年農業センサスにより作

差
の
反
映
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た

い
。　

　
②
　
経
営
面
積
規
模

　
一
九
七
一
年
の
全
国
で
の
平
均
経
営
面
積
は

　
　
　
　
　
　
（
5
）

一一

囗
Z
加
で
あ
っ
た
。
中
部
ル
ソ
ン
五
州
で

は
、
パ
ン
パ
ン
ガ
の
三
・
八
加
を
の
ぞ
け
ば
、

ヌ
エ
パ
・
エ
シ
ハ
三
・
五
加
、
タ
ル
ラ
ク
三
・

一
肱
、
ブ
ラ
カ
ン
ニ
・
三
加
、
パ
ン
ガ
シ
ナ
ン

一
・
九
勧
と
い
う
よ
う
に
州
間
差
を
か
な
り
も



（単位：勧）農地所有形態別平均経営面積規模第1表
ン。

ハン。
ハ
ガ

「ヌエバ司ブラカン
：エシノ、

全国膨酬タノレラク
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1
！
l
1

3・47P
　3．981

　3．72

　　3。03

18．48

2・79P
2・82P

　　2．23

　　3．61

855．50

　　3．69

3．07

3．28

3．13

2．96

3．93

2．72

3．35

11畠1

52．00

2．91

1・94P
11111

1．73

111：l

l
l
l
1
2．42－

66．67

2．04

3．61

3．92

3．46

2．56

　5．93

　2．43

　2。57

　3．39

　3．80

140．86

　3．40

　
　
　
　
作
作
作
作
作

計
農
農
農
　
　
小
卜
卜
者
他

　
　
　
　
　
ぺ
　
　
　
ペ
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
ノ

　
　
　
　
　
月
月
額

　
　
作
　
　
定
代
他
理

　
作
卜
作
金
益
物
地
の
管
の

　
　
ノ

　
　
●
　
現
分
現
無
そ
場

合
自
自
小
　
　
　
　
　
　
農
そ

（注）ゴチックは合計平均値よりも大きいことを示す。

（出典）1971年農業センサス

－
中
部
ル
ソ
ン
の
農
業
構
造
と
地
域
性
一

ち
な
が
ら
も
、
全
国
平
均
を
下
回
わ
る
水
準
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
第
4
図
に
よ
れ
ば
著
し
い
市
町
間
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
最
小
は
ブ
ラ

カ
ン
の
海
岸
に
面
し
て
い
る
コ
ア
ン
ド
町
の
○
・
九
地
で
あ
り
、
最
大
は
ヌ
エ

バ
・
エ
シ
ハ
の
パ
ラ
ヤ
ン
市
の
一
〇
・
七
加
で
あ
る
。
全
体
的
な
傾
向
と
し

て
、
海
岸
部
か
ら
内
陸
部
に
向
け
て
、
ま
た
低
地
部
か
ら
高
地
部
に
向
け
て
、

経
営
耕
地
面
積
が
大
き
く
な
る
。
市
町
別
で
平
均
経
営
耕
地
面
積
が
五
．
0
厩

以
上
に
な
っ
て
い
る
地
域
は
、
経
営
作
目
の
特
異
性
を
内
包
し
て
い
る
。
ヌ
エ

バ
・
エ
シ
ハ
の
三
市
町
で
大
き
い
の
は
、
の
ち
に
も
み
る
よ
う
に
、
他
の
市
町

で
は
稲
作
経
営
が
圧
倒
的
に
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
肉
畜
経
営
が
卓
越
し
て

い
る
こ
と
に
起
因
す
る
。
ま
た
パ
ン
パ
ン
ガ
で
の
そ
れ
は
、
甘
蔗
栽
培
の
卓
越

に
起
因
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
第
1
表
は
農
地
所
有
形
態
別
に
農
家
一
戸
当
り
平
均
経
営
面
積
規
模
を
掲

げ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
第
一
に
州
間
差
は
あ
る
も
の
の
、
小
作
農
の
経
営

規
模
が
ど
こ
に
お
い
て
も
常
に
最
小
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
第
二
に
中
部
ル
ソ
ン

五
州
で
は
自
・
小
作
農
が
い
ず
れ
も
州
平
均
値
を
上
回
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
第
三
に
農
場
管
理
者
は
、
ブ
ラ
カ
ン
を
の
ぞ
け
ば
い
ず
れ
も
桁
違
い
に

大
き
な
経
営
耕
地
面
積
を
も
っ
て
い
る
が
、
農
業
セ
ン
サ
ス
の
定
義
に
よ
れ
ば

　
「
管
理
者
と
は
農
場
を
毎
日
運
営
す
る
責
任
を
も
た
さ
れ
た
農
場
運
営
者
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七



　
　
　
一
中
部
ル
ソ
ン
の
農
業
構
造
と
地
域
性
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

る
。
彼
ら
は
そ
の
サ
ー
ビ
ス
で
賃
金
な
い
し
は
給
料
を
う
け
と
る
」
の
で
あ
り
、
小
作
農
を
兼
ね
て
は
い
な
い
。
第
四
に
、
小
作
農
の
な
か
で

分
益
小
作
農
の
経
営
面
積
規
模
は
い
ず
れ
の
州
に
お
い
て
も
、
小
作
農
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
。
他
の
小
作
形
態
は
多
様
な
面
積
規
模
を
示
し

一
概
に
は
い
え
な
い
。

　
小
作
農
の
平
均
経
営
面
積
の
市
町
別
分
布
は
、
こ
こ
で
は
そ
の
分
布
図
を
略
す
が
、
前
掲
第
4
図
の
二
月
当
平
均
経
営
面
積
の
段
階
区
分
を

一
段
階
下
げ
、
空
間
的
分
布
パ
タ
ー
ン
は
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

　
（
1
）
　
市
町
の
数
は
、
パ
ン
ガ
シ
ナ
ン
四
七
、
タ
ル
ラ
ク
一
七
、
ヌ
エ
バ
・
エ
シ
ハ
三
二
、
ブ
ラ
カ
ン
二
四
、
パ
ン
パ
ン
が
一
二
一
の
、
合
計
で
一
四
二
で
あ

　
　
る
。

　
（
2
）
　
滝
川
勉
『
戦
後
フ
ィ
リ
ピ
ン
農
地
改
革
論
』
　
（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
七
六
年
）
の
六
六
頁
。

　
（
3
）
　
前
掲
注
（
2
）
。

　
（
4
）
　
分
益
小
作
か
ら
現
物
定
額
小
作
へ
の
移
行
は
、
前
掲
注
（
2
）
の
研
究
か
ら
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
決
し
て
円
滑
に
行
な
わ
れ
て
き
て
い
る
と
は
い

　
　
い
が
た
い
。
一
九
七
九
年
八
～
一
一
月
に
筆
者
が
ヌ
エ
バ
・
エ
シ
ハ
州
マ
マ
ン
デ
ィ
ル
村
で
行
な
っ
た
調
査
に
お
い
て
も
、
農
民
自
身
は
「
現
物
定
額
小

　
　
作
農
に
一
九
七
〇
年
代
前
半
に
移
行
し
た
。
」
と
回
答
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
は
雨
期
作
に
お
い
て
で
あ
り
、
乾
期
作
は
依
然
と
し
て
分
益
小
作
を
し

　
　
て
い
る
と
い
う
、
定
義
的
に
は
半
定
額
小
作
農
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
半
定
額
小
作
農
の
一
部
が
小
作
権
証
書
を
得
て
、
自
作
農
創
設
政
策
に
援
助

　
　
さ
れ
、
自
作
化
農
に
移
行
し
た
の
は
、
や
っ
と
一
九
七
七
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
（
5
）
　
面
積
階
層
に
関
す
る
資
料
は
、
経
営
体
だ
け
で
あ
り
、
所
有
に
関
す
る
も
の
は
調
査
さ
え
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
あ
た
り
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
梅

　
　
原
弘
光
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
農
業
発
展
に
お
け
る
地
主
の
役
割
」
　
（
『
ア
ジ
ア
経
済
』
第
一
一
巻
第
四
号
お
よ
び
第
二
一
巻
第
二
号
、
一
九
七
一
年
お
よ
び
一

　
　
九
七
二
年
）
を
参
照
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
が
、
土
地
所
有
関
係
を
基
軸
と
し
た
類
型
的
研
究
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

皿

農
業
的
土
地
利
用



　
　
①
　
土
地
利
用
の
概
要

　
中
部
ル
ソ
ン
の
農
業
的
土
地
利
用
の
最
大
の
特
徴
は
一
年
生
作
物
（
三
男
8
α
8
8
ヨ
B
S
曼
R
8
。
）
の
農
用
地
に
占
め
る
割
合
の
著

し
い
高
さ
に
あ
る
。
こ
れ
は
の
ち
に
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
稲
作
面
積
率
の
高
さ
に
起
因
し
て
い
る
。
一
年
生
作
物
の
割
合
は
、
全
国
で
は
四

五
・
八
％
で
あ
る
が
、
こ
の
中
部
ル
ソ
ン
五
州
で
は
八
二
・
一
～
九
四
・
六
％
の
間
に
分
布
し
、
全
国
平
均
の
二
倍
前
後
の
水
準
に
あ
っ
た
。

し
か
も
、
全
国
平
均
で
は
一
九
六
〇
年
か
ら
七
一
年
の
間
に
二
・
九
ポ
イ
ン
ト
後
退
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
タ
ル
ラ
ク
の
○
．
九
ポ
イ
ン
ト

減
を
除
け
ば
、
い
ず
れ
も
O
・
二
～
五
・
六
ポ
イ
ン
ト
増
と
な
る
と
い
う
対
照
的
性
格
を
み
せ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
よ
う
な
一
年
生
作
物
の
高
比
率
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
　
　
　
へ
一
陽
〔
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

第5図農地に対する休閑の割合の分布
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一

．
峠
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（出典）1971年農業センサスにより作図

ヌ
エ
ノ
・
エ
シ
ハ
の
牧
草
地
比
率
を
別
に
す

れ
ば
、
休
閑
地
、
永
年
生
作
物
、
牧
草
地
、

林
地
の
割
合
を
い
ず
れ
の
州
に
お
い
て
も
全

国
水
準
を
大
き
く
下
回
わ
ら
せ
る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
休
閑
地
（
ピ
泣
目
瞬
置
δ
）
は
、

全
国
的
に
は
八
・
九
％
も
あ
る
が
、
中
部
ル

ソ
ン
五
州
で
は
一
・
八
～
三
・
六
％
と
い
ず

れ
の
州
に
お
い
て
も
低
い
。
こ
の
休
閑
地
の

割
合
を
市
町
別
に
み
る
と
第
5
図
の
よ
う
に

な
る
。
全
体
的
に
み
て
、
中
部
ル
ソ
ン
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九



　
　
　
－
中
部
ル
ソ
ン
の
農
業
構
造
と
地
域
性
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

央
部
に
お
い
て
休
閑
地
の
割
合
低
く
、
周
辺
の
山
間
部
お
よ
び
半
島
部
に
お
い
て
高
く
な
る
。
後
者
に
お
い
て
は
焼
畑
と
の
関
連
性
が
考
え
ら

れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
ら
以
外
の
と
こ
ろ
に
お
い
て
も
休
閑
地
率
の
高
い
地
域
が
散
在
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
州
都
な
ど
の

地
方
中
心
都
市
な
ど
を
擁
す
る
市
町
に
お
い
て
で
あ
る
。

　
　
②
　
作
目
別
土
地
利
用

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
最
大
の
農
業
的
土
地
利
用
は
稲
作
で
あ
り
、
全
体
の
四
一
・
七
％
を
占
め
て
い
る
。
次
い
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
一
二
・

八
％
、
コ
コ
ナ
ッ
ツ
一
八
・
四
％
で
あ
り
、
外
貨
獲
得
に
大
き
な
貢
献
を
し
、
そ
れ
故
に
農
地
改
革
の
対
象
か
ら
は
ず
さ
れ
て
い
る
甘
蔗
作
は
、

面
積
的
に
は
一
・
二
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
中
部
ル
ソ
ン
五
州
に
お
い
て
は
、
稲
作
に
よ
る
土
地
利
用
面
積
割
合
は
、
パ
ン
パ
ン
ガ
の
六
六
・
五
％
を
の
ぞ
く
と
（
も
ち
ろ
ん
そ
れ
自
体

全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
）
、
八
二
・
○
～
九
二
・
一
％
と
い
う
、
き
わ
め
て
高
い
割
合
の
水
準
に
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
前
掲
第
4
図
で
、
平
均
経
営
耕
地
面
積
が
か
な
り
大
き
い
地
域
が
何
カ
所
か
に
お
い
て
み
ら
れ
た
が
、
パ
ン
パ
ン
ガ
の
四
・
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

加
以
上
の
地
域
で
は
甘
蔗
作
が
集
中
し
て
お
り
、
ヌ
エ
バ
・
エ
シ
ハ
で
は
次
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
。
ヌ
エ
バ
・
エ
シ
ハ
で
は
五
・
○
馳
以
上

の
市
町
が
三
つ
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
市
町
に
は
、
タ
バ
コ
と
家
畜
と
の
生
産
が
相
対
的
に
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
タ
バ
コ
栽
培

は
平
均
経
営
規
模
を
押
し
上
げ
る
の
に
は
役
立
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
肉
牛
飼
育
を
中
心
と
し
た
家
畜
経
営
は
、
こ
の
三
市
町
の
飼
育

規
模
が
一
二
・
六
頭
で
、
州
平
均
の
四
・
六
頭
の
三
倍
弱
の
大
き
さ
で
あ
り
、
こ
れ
が
よ
り
大
き
な
牧
草
地
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

こ
と
が
平
均
経
営
面
積
規
模
を
押
し
上
げ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
稲
作
の
経
営
面
積
は
い
ず
れ
の
州
に
お
い
て
も
、
平
均
経
営
面
積
規
模
を
下
回
わ
る
水
準
に
お
か
れ
て
お
り
、
こ
の
中
部
ル
ソ
ン
に
お
い
て

は
稲
作
面
積
割
合
が
圧
倒
的
で
あ
る
の
で
、
稲
作
の
市
町
別
一
戸
当
平
均
経
営
面
積
規
模
は
、
上
述
し
た
例
外
的
な
地
域
を
の
ぞ
け
ば
、
前
掲
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　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　ラ
　100．0　　100．0　　100．0　100．Oi　100・0　　100・0
　　　ド　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　ド　　　　　　ド

　82・1182・793・6…90・318L5：87・1
　12・9113・615・217・7112・6110・3
　　5．11　3．71　1．21　2．0　5．81　2・7
　　　！　　　　i　　　　l　　　　I　　　　！

専業・兼業別農家割合と兼業の内容第2表

業合計

　　　　l　　　　I　　　　l　　　　I
100：01100．0、100・01100・0：

業
業
業

専
主
主

業
業
業

農
農
農
兼

3・61

0．81

4．4

12．3

10．8

0．6・

11．6

33．4・

1．9

0．7

19．51

2．3

0．6

3．2

22．8

8．3

0．7

11．3

34．4

2．8

0．9

12．8

3．6

　　1
1．41

3．11

12．81

1
湿1
麗
1
1
1
14．7

　16．61

　ヒ
0．5－

3．1

7．2－

　iO．3

9．4

35．3

1．5

0．7

26．4

　　i
100．O
　　I
　3．1！

　0．6

　2．3

15．7

14．2

　0．1

　9．0

39．7

　1．1

　0．8

13．3

00．O
　　I

3．01

0．61

3．21

12．81

19．1

0．3

2．8

40．5

　1．0

0．5

16．3

3，0862・27315・81515・295…422、4531　15．439

兼　業　小　計

　専門・技術職

　行政・管理職

　事務労働
　販売労働
　農林漁業労働

　鉱業労働
　運輸・通信労働

　手・加工労働

　サービス労働

　荷役労働
　その他・軍人

兼　業（実数）

典）1971年農業センサス

）ゴチックは全国平均よりも高いことを示す。

第
4
図
の
分
布
パ
タ
ー
ン
に
類
似
し
て
い
く
。

　
（
1
）
　
パ
ン
パ
ン
ガ
で
稲
作
に
次
い
で
面
積
が
大
き
い

作
目
は
甘
蔗
作
で
あ
り
五
・
二
％
を
し
め
て
い
る
。

（
2
）
　
こ
れ
ら
の
市
町
で
は
牧
草
地
の
割
合
が
高
い
。

パ
ラ
ヤ
ン
市
七
二
・
六
％
、
カ
バ
ナ
ト
ア
ン
市
三
三

　
・
八
％
’
、
ゼ
ネ
ラ
ル
・
テ
ィ
ニ
オ
町
三
二
・
五
％
と

な
っ
て
い
る
。
己
れ
ら
の
ほ
か
で
は
、
サ
ン
．
ホ
セ

市
三
五
・
五
％
、
ガ
バ
ル
ド
ン
町
三
五
．
五
％
、
ガ

　
バ
ル
ド
ン
町
三
四
・
五
％
、
、
ペ
ナ
ラ
ン
ダ
町
二
〇
．

　
一
％
。

W
農
家
所
得

　
①
　
専
業
・
兼
業
別
農
家
構
成

　
一
九
七
一
年
の
専
業
・
兼
業
別
農
家
率
を
み
る

と
、
全
国
で
は
専
業
農
家
率
八
二
・
一
％
、
農
業
を

主
と
す
る
農
家
率
一
二
・
九
％
、
兼
業
を
主
と
す
る

1
中
部
ル
ソ
ン
の
農
業
構
造
と
地
域
性
－

咄
鮭
　
農
家
率
五
・
一
％
で
あ
っ
た
。
第
2
表
に
よ
れ
ば
、

　
　
中
部
ル
ソ
ン
五
州
で
は
、
ブ
ラ
カ
ン
を
除
い
て
、
専

　
　
業
農
家
率
は
全
国
平
均
よ
り
も
高
く
、
兼
業
主
業
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一



　
　
　
1
中
部
ル
ソ
ン
の
農
業
構
造
と
地
域
性
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二

家
率
は
全
国
平
均
よ
り
も
低
く
な
っ
て
い
る
。

　
兼
業
の
中
味
は
、
全
国
で
は
手
・
加
工
労
働
が
最
大
で
四
〇
・
五
％
、
次
い
で
農
林
漁
業
労
働
、
販
売
労
働
、
事
務
労
働
、
専
門
・
技
術
職
、

運
輸
・
通
信
労
働
な
ど
の
順
に
な
っ
て
い
る
。
中
部
ル
ソ
ン
五
州
で
共
通
し
て
い
て
、
し
か
も
対
全
国
的
に
特
徴
的
な
こ
と
は
、
手
・
加
工
労

働
お
よ
び
農
林
漁
業
労
働
の
割
合
が
低
い
。
そ
の
一
方
に
お
い
て
運
輸
・
通
信
労
働
、
お
よ
び
割
合
と
し
て
は
小
さ
い
が
、
サ
ー
ビ
ス
労
働
、

荷
役
労
働
な
ど
の
割
合
は
高
い
。
そ
の
ほ
か
、
州
間
で
の
不
均
等
は
あ
る
も
の
の
、
特
異
的
な
諸
点
は
と
い
え
ば
、
タ
ル
ラ
ク
に
お
い
て
専
門

・
技
術
職
と
そ
の
他
・
軍
人
の
割
合
が
著
し
く
高
い
が
、
こ
れ
は
パ
ン
パ
ン
ガ
と
タ
ル
ラ
ク
と
の
問
に
あ
る
ク
ラ
ー
ク
空
軍
基
地
に
起
因
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
ま
た
ブ
ラ
カ
ン
で
は
販
売

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
労
働
の
割
合
が
大
き
い
が
、
こ
れ
は
マ
ニ
ラ
に

第6図専業農家率の分布

霧
醗
含

（出典）1971年農業センサスにより作図

接
近
し
て
い
る
こ
と
と
関
係
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
市
町
別
に
み
る
と
ど
う
な

る
で
あ
ろ
う
か
。
第
6
図
は
専
業
農
家
率
の
市

町
別
分
布
を
示
し
て
い
る
。
専
業
農
家
率
の
低

い
地
域
は
、
農
家
一
戸
平
均
経
営
耕
地
面
積
規

模
が
小
さ
い
地
域
、
カ
バ
ナ
ト
ア
ン
な
ど
の
地

方
中
心
都
市
を
も
つ
市
町
な
ど
に
お
い
て
で
あ

る
。
し
か
し
面
積
規
模
が
小
さ
く
て
も
、
兼
業

の
機
会
の
少
な
さ
か
ら
、
専
業
農
家
率
が
高
く

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
地
域
も
あ
る
。



　
残
念
な
が
ら
、
所
有
形
態
別
、
経
営
階
層
別
に
こ
れ
ら
の
状
況
を
示
す
資
料
は
、
農
業
セ
ン
サ
ス
に
は
用
意
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
が
、

農
村
の
社
会
経
済
的
考
察
を
一
層
困
難
に
し
て
い
る
。

　
　
②
　
農
業
生
産
性

　
農
業
生
産
性
に
関
し
て
は
、
農
家
二
戸
当
り
、
一
肱
当
り
、
一
人
当
り
の
三
つ
の
指
標
を
提
供
で
き
る
。
全
国
平
均
は
そ
れ
ぞ
れ
二
、
四
四

六
ペ
ソ
、
六
五
〇
ペ
ソ
、
三
八
八
ペ
ソ
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
を
て
×
）
％
と
し
て
、
中
部
ル
ソ
ン
五
州
を
み
る
と
、
。
ハ
ン
ガ
シ
ナ
ン
の
一
戸
当

り
お
よ
び
一
人
当
り
が
と
も
に
八
八
二
％
と
全
国
平
均
以
下
で
あ
る
こ
と
を
除
く
と
、
農
家
一
戸
当
り
で
二
二
五
．
四
～
二
〇
七
．
○
％
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
人
当
り
で
二
一
二
・
七
～
一
七
六
・
○
％
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧
）
■
　
　
卜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
』
．
　
一
　
　
　
￥
．
　
　
　
　
　
ノ

第7図農民1人当農業生産額の分布

θ
■■・・…ベソ以上

羅慧1奔
皿
　　　　　　　　　　、　　　　500～　699ペソ　、、
　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　ラ　　　　　　　　　　　　’

國　　　　　　　　　　　　ラ　　　　300～　499ペソ　　　、
　　　　　　　　　　　　．一

口
　　　　　　　　　　　メ＿一一軸＿
　　　　　　　　　　　ロ　　　　　0～　　299（こソ　　　　　’一一一一一一

　　　　　　　　　　／士プ
一一�黶D　一v一、
　　　　　　　　、－－”” @　”　　

1

＿．＿＿一　 ＿．＿　＿＿！

＿＿＿一＿＿＿＿＿＿＿一＿＿＿一一－一、．

蕊i袋三ヨ、薩毒
ヨ昌

㌧
L
、 l
i

蔭1

　
－
』

．
イ
■
＝

　
ト
や
一
一

薩華ilΨ
　　　　ラノロ
（出典）1971年業農センサズにより作図

1
中
部
ル
ソ
ン
の
農
業
構
造
と
地
域
性
1

い
う
幅
で
著
し
く
高
い
水
準
に
あ
る
。

　
第
7
図
は
市
町
別
に
農
民
一
人
当
農
業
生
産

額
U
労
働
生
産
性
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
労

働
生
産
性
が
最
低
な
の
は
パ
ン
ガ
シ
ナ
ン
北
部

か
ら
半
島
部
に
か
け
て
の
地
域
と
マ
ニ
ラ
に
接

し
た
ブ
ラ
カ
ン
南
部
の
地
域
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
地
域
は
全
国
水
準
か
ら
も
著
し
く
低
く
な
っ

て
い
る
。
内
陸
に
向
か
う
に
つ
れ
て
労
働
生
産

性
は
高
く
な
る
。
特
に
中
部
ル
ソ
ン
で
も
高
く

な
る
の
は
カ
バ
ナ
ト
ア
ン
よ
り
北
の
ヌ
エ
バ
．

エ
シ
ハ
と
そ
れ
に
接
す
る
。
ハ
ン
ガ
シ
ナ
ン
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三



1
中
部
ル
ソ
ン
の
農
業
構
造
と
地
域
性
一箇

、
愚
．
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瓢
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五
四

部
、
タ
ル
ラ
ク
か
ら
パ
ン
パ
ン
ガ
に
至
る
地
域

な
ど
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
の
労
働
生
産
性
は

一
面
に
お
い
て
人
口
圧
の
高
低
を
逆
に
も
反
映

　
　
　
（
1
）

し
て
い
る
。

　
第
8
図
は
、
こ
れ
に
対
し
て
、
一
幅
当
農
業

生
産
額
の
市
町
別
分
布
を
掲
げ
て
い
る
。
全
体

的
に
み
て
、
ヌ
エ
バ
・
エ
シ
ハ
の
南
部
と
パ
ン

パ
ン
ガ
の
一
部
を
除
く
と
、
こ
の
土
地
生
産
性

指
標
の
高
低
の
空
間
的
配
置
パ
タ
ー
ン
が
、
労

働
生
産
性
の
そ
れ
と
か
な
り
対
応
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
中
部
ル
ソ
ン
に

お
い
て
は
、
基
本
的
に
は
土
地
生
産
性
の
高
い

地
域
に
お
い
て
は
労
働
生
産
性
も
高
く
な
る
と
い
う
傾
向
が
、
か
な
り
は
っ
き
り
と
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
こ
れ
ら
の
労
働
お
よ
び
土
地
生
産
性
と
所
有
形
態
と
の
関
連
性
を
み
て
お
き
た
い
。
第
3
表
は
そ
の
主
要
な
も
の
を
州
別
に
掲
げ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
農
地
改
革
、
つ
ま
り
所
有
関
係
の
変
化
が
、
農
民
の
生
産
意
欲
U
農
業
生
産
性
に
変
革
を
も
た
ら
す
か
い
な
か
を
め
ぐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
〕

問
題
と
し
て
議
論
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。
農
業
セ
ン
サ
ス
資
料
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
全
国
的
に
は
、
三
指
標
か
ら
農
業
生
産
性
の
序
列
が
、
現
金
小
作
V
現
物
定
額
小
作
V
自
小
作
〉
自
作
あ
る
い
は
分
益
小
作
V
分
益
小
作
あ

る
い
は
自
作
、
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
れ
か
ら
は
、
分
益
小
作
↓
現
物
定
額
小
作
と
い
う
変
革
は
、
農
業
生
産
性
を
高
め
る
と
い
う
展
開



　　　第3表　　農業生産性指標　　　　　（単位：ペソ）

　　　　　　　　　　　　t合言＋1自塑禰金遡　作1累物定禦

全国
P1鶯倉12・ll12’lll12’lllil11112蟹3’ll／

　　　　　　　t1人当Ci388、％6，　i7781333…4801

パンガシナン G擁1・lll…1乳揖概11纏ll
　　　　　　　l　C　l342127614151427133g1438
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
タノレラク ｯ1無繍1；ll13・1訟lll糊
　　　　　　　lC1’6271’66・164115・815491697

ヌエノく．エシノ、　A　l375d3，8・2－4，579…2，51g13，5・613・372
　　　　　　　　　B11：11d1，14911・13511・17711・126i1ρ621

　　　　　　　　　C　l5846024031421155glヒ5131
ブラカン1　A　！3，312i3，04413、6052，559！3，280、3，286

　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　リ　　　　　し
3，312’ R，0443，6052，559！3・280、3・286
1，28gt1，366！1，2481・825：1・263！1・267

5111　483…　543　393　5051　506
　　　　1　　　　　1　　　　　！　　　　　「　　　　　1

5ρ8315・568i8・49513・42・1…4・47613・888

1・198i1・2i311・178164311・22311ρ68

683i7741・062i501…6081520

A
B
CA
B
C

パンパンガ

ー
中
部
ル
ソ
ン
の
農
業
構
造
と
地
域
性
1

　
　
を
も
ち
う
る
が
、
現
物
定
額
小
作
↓
自
作
と
い

　
　
う
変
革
は
、
そ
の
展
望
を
も
ち
え
な
い
と
い
う

　
　
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
で
は
中
部
ル
ソ
ン
五
州
で
は
ど
う
な
る
か
と

　
　
い
え
ば
多
様
な
序
列
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か

　
　
る
。
こ
の
多
様
性
は
単
に
州
間
だ
け
に
と
ど
ま

　
　
ら
ず
指
標
間
に
も
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

　
・
　
こ
で
は
自
作
、
分
益
小
作
、
現
物
定
額
小
作
の

　
す弥

三
つ
だ
宴
と
り
あ
げ
て
み
た
い
．
と
こ
ろ
が

　
高

　
最
　
こ
れ
で
も
、
三
指
標
が
同
一
の
順
位
と
な
る
の

　
で

ス
別
　
は
、
パ
ン
ガ
シ
ナ
ン
の
現
物
定
額
小
作
v
分
益

サ
態

ン
形
　
小
作
v
自
作
、
ヌ
エ
バ
・
エ
シ
ハ
の
自
作
v
分

セ
有

麟
蜥
益
小
作
v
現
物
定
額
小
作
で
あ
り
、
他
は
タ
ル

年
ク

7一

@
ツ
　
ラ
ク
と
ブ
ラ
カ
ン
の
現
物
定
額
小
作
あ
る
い
は

19

`
）
ゴ
　
自
作
v
自
作
あ
る
い
は
現
物
定
額
小
作
〉
分
益

典
）

咄
駐
　
小
作
、
お
よ
び
パ
ン
パ
ン
ガ
の
自
作
あ
る
い
は

　
　
　
分
益
小
作
v
分
益
小
作
あ
る
い
は
自
作
〉
現
物

　
　
　
定
額
小
作
、
と
な
っ
て
お
り
、
中
部
ル
ソ
ン
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五



　
　
　
－
中
部
ル
ソ
ン
の
農
業
構
造
と
地
域
性
一

平
均
値
な
い
し
は
個
別
事
例
で
説
明
し
て
い
く
こ
と
は
ま

っ
た
く
困
難
で
あ
る
。

　
そ
し
て
実
は
所
有
関
係
だ
け
の
変
革
で
は
、
内
実
を
伴

な
い
え
な
い
こ
と
が
、
ヌ
エ
バ
・
エ
シ
ハ
の
一
、
○
（
一
括
）

を
こ
え
る
サ
ン
プ
リ
ン
グ
実
態
調
査
の
な
か
で
も
明
ら
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

に
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
③
　
分
益
小
作
に
お
け
る
分
益
比
率

　
分
益
小
作
農
は
、
粗
収
益
の
特
定
比
率
部
分
を
小
作
料

と
し
て
地
主
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
4
表
に

よ
れ
ば
、
分
益
小
作
の
も
っ
と
も
手
取
分
の
少
な
い
分
益

比
率
は
五
〇
”
五
〇
で
あ
る
。
全
国
で
の
全
体
に
占
め
る

五
〇
一
五
〇
の
割
合
は
四
八
・
八
％
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
中
部
ル
ソ
ン
五
州
に
つ
い
て
み
る
と
、
五
〇
一
五
〇
の

割
合
は
六
二
・
一
～
八
C
・
九
％
と
き
わ
め
て
高
い
水
準

に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
高
さ
は
、
こ
れ
ま
で
、
水

稲
の
農
業
生
産
性
の
高
さ
と
、
人
口
圧
の
高
さ
に
よ
っ
て

説
明
さ
れ
て
い
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
前
掲
第
3
表
と

の
対
比
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
後
者
に
つ
い

第4表　　分益小作農の地主：小作の分益比率　　　　（％）

　　　　　　　　　
　　　　　1計r50：50，45：55140：60133：67i30：70iその他
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4．0
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全国100．048．8
パンガシナン　　100。0　77．2

タノレラク　100．0　66．2
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ヌエハ・エシハ1　100．0　　80．9
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パンパンガi　100．0　62．11
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　　（出典）1971年農業センサス

五
六

（出典）

1）　1972National　Economic　Atlas，

　　Philippine　Coast　and　Geodetic

　　Survey，Department　of　Natioral

　　Defense，1973，Manila．p．19によ

　　る。原資料は1970年人口センサス。

2）1）のp，20による。原資料はBureau

　　of　the　　Census　and　　Statistics，

　　Advance　Report，1970、なお，失業

　　中とは就業の意志があって，失業し

　　ているもの。

　第5表　　人ロ圧を示す指標

　　　　　　1人目密度失業率
　　　　　　11970年DI1970年2）
　　　　　　人／扁　　　　％

全国！1221？　　　　　　1　　　　1
パンガシナン…　2581　11．6

タノレラク！　183　9．2
ヌエバ．エシハi161！16．3
　　＿　　　　　　　　　　　1

ブフカン　313　8．3　　　　　　　　　　ド
パンパンがE　416　8．2



て
は
、
第
5
表
を
み
て
い
た
だ
き
た
い
。

合
密
度
長
ず
れ
皇
国
平
均
吉
も
三
一
丁
・
～
三
四
丁
易
と
高
い
．
し
か
し
合
密
度
の
山
．
向
さ
が
、
人
・
圧
の
相
対
的
肯
同
さ

に
直
接
に
影
響
す
る
わ
け
で
は
な
い
．
そ
こ
羨
癸
業
率
を
み
る
と
、
分
益
比
率
五
・
．
五
・
の
割
合
の
も
っ
と
食
い
ヌ
雲
．
エ
シ
ハ

で
失
業
率
が
も
つ
毫
高
く
萱
・
次
ぞ
づ
ガ
シ
ナ
ン
高
様
の
こ
と
が
脅
れ
る
．
つ
ま
り
、
お
お
む
ね
五
。
、
吾
の
割
合
と
人
。

圧
（
そ
れ
自
身
単
純
で
は
な
い
が
）
の
高
さ
と
は
正
の
相
関
関
係
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

た
だ
』
あ
こ
と
が
市
町
別
レ
ベ
ル
で
ど
の
程
轟
一
蟹
ぎ
る
か
は
検
討
し
て
い
な
い
．
分
益
比
率
五
〇
”
五
〇
の
割
合
の
分
布
だ
け
を
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
お
く
と
第
9
図
の
．
こ
と
く
で
あ
る
。
例
え
ば

第9図分益小作の分益比率50：50の割合の分布

1
慧
皿
囲
□

1
中
部
ル
ソ
ン
の
農
業
構
造
と
地
域
性
1 醜

．

（出典）1971年農業センサスにより作図

八
O
％
以
上
の
市
町
を
み
る
と
、
ヌ
エ
バ
．
エ

シ
ハ
の
東
半
分
、
ブ
ラ
カ
ン
の
南
半
分
、
。
ハ
ン

ガ
シ
ナ
ン
の
北
半
分
、
。
ハ
ン
。
ハ
ン
ガ
の
北
部
と

西
部
な
ど
に
多
い
。
ブ
ラ
カ
ン
、
タ
ル
ラ
ク
、

ヌ
エ
バ
・
エ
シ
ハ
お
よ
び
タ
ル
ラ
ク
、
。
ハ
ン
ガ

シ
ナ
ン
の
接
す
る
中
央
部
に
お
い
て
は
相
対
的

に
低
く
な
っ
て
い
る
。
特
に
ブ
ラ
カ
ン
北
部
か

ら
パ
ン
パ
ン
ガ
の
ア
ラ
ヤ
ッ
ト
山
に
か
け
て
の

地
域
で
は
五
〇
％
未
満
で
あ
っ
た
。

　
（
1
）
　
つ
ま
り
一
戸
当
り
稲
作
面
積
と
対
応
し
て

　
　
　
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七



　
　
1
中
部
ル
ソ
ン
の
農
業
構
造
と
地
域
性
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

（
2
）
　
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
い
て
は
、
土
地
改
革
．
農
地
改
革
の
推
進
は
次
の
よ
う
な
意
図
で
も
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
地
主
に
対
し
て
は
、
農
地
改
革
は
地
主

　
に
土
地
の
売
却
を
強
制
し
、
債
券
を
含
め
た
遊
休
資
金
を
も
た
せ
る
。
農
業
へ
の
投
資
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
適
切
な
誘
導
の
も
と
に
工
業
投
資
に
そ

　
の
遊
休
資
金
を
ふ
一
“
わ
す
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
が
工
業
化
を
推
進
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
。
ま
た
農
民
に
対
し
て
は
、
農
地
改
革
は
土
地
と
所
得
の
配
分
の
公

　
平
他
、
農
業
生
産
性
向
上
の
た
め
の
刺
激
を
あ
た
え
る
こ
と
。
も
っ
て
農
村
不
安
の
解
消
と
生
産
力
発
展
の
両
方
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
と
こ
ろ
が
実
際
は
、
第
一
に
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区
に
お
け
る
地
主
九
割
は
七
惚
以
下
の
小
地
主
で
あ
っ
た
こ
と
（
前
掲
注
豆
（
2
）
　
一
七
三
頁
）
か
ら

　
地
主
の
個
々
の
単
位
で
は
工
業
化
へ
の
投
資
は
困
難
と
な
る
甑
第
二
に
は
農
地
改
革
は
む
し
ろ
農
村
内
部
に
所
得
の
不
均
等
性
を
一
層
助
長
さ
せ
て
い

　
る
。
た
と
え
ば
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区
の
ブ
ラ
カ
ン
州
プ
ラ
デ
ィ
デ
ー
ル
町
（
前
掲
注
1
（
1
2
）
）
で
も
一
九
六
二
／
六
三
年
か
ら
一
九
七
四
／
七
五
年
の
間
に

　
ジ
ニ
係
数
が
○
．
三
八
五
か
ら
○
・
四
三
八
に
な
っ
た
よ
う
に
格
差
は
む
し
ろ
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
第
三
に
は
所
有
関
係
の
変
革
が
、
一
部
に
お
い
て

　
は
農
業
生
産
性
を
高
め
「
農
民
化
」
が
す
す
ん
で
い
る
と
の
研
究
も
あ
る
が
（
＞
義
話
↓
畏
昌
器
三
”
↓
冨
℃
o
凶
器
暮
言
辞
δ
ロ
9
民
器
釦
日
脚
↓
8
雪
盲

　
〈
↓
ぎ
≦
。
壽
。
＝
訂
浮
躍
ヨ
？
ピ
窃
器
。
の
叢
ニ
コ
国
包
8
き
　
＞
コ
野
9
塁
鴨
〉
写
豪
宕
ぎ
。
ω
8
互
。
讐
。
匹
田
二
。
ヨ
＜
。
一
』
。
z
。
ω
ζ

　
ρ
冒
鐸
卿
》
胃
」
S
P
℃
P
旨
O
～
一
8
）
、
こ
れ
は
例
外
的
な
存
在
で
あ
り
、
多
く
の
研
究
は
そ
の
困
難
性
を
証
明
し
て
き
て
い
る
。
た
と
え
ば
前
掲

　
注
1
（
1
4
）
は
、
こ
れ
を
統
計
的
に
示
し
て
い
る
。
ま
た
本
報
告
で
と
り
あ
げ
た
農
業
セ
ン
サ
ス
資
料
の
分
析
も
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

（
3
）
　
前
掲
注
1
（
1
4
）
。
農
地
改
革
は
生
産
関
係
だ
け
で
な
く
、
土
地
基
盤
整
備
、
資
金
援
助
、
技
術
革
新
な
ど
が
と
も
な
わ
れ
な
け
れ
ば
成
功
し
な
い

　
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

V

米
の
生
産
性
と
そ
れ
を
と
り
ま
く
諸
要
因

　
　
①
　
米
の
生
産
性

　
農
業
生
産
性
が
、
単
に
所
有
関
係
の
変
化
だ
け
に
よ
っ
て
上
昇
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
本
章
に
お
い
て
は
生
産
力
構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

を
い
く
つ
か
の
指
標
か
ら
分
析
し
て
い
き
た
い
。
中
部
ル
ソ
ン
に
お
い
て
米
が
重
要
な
農
産
物
で
あ
り
、
こ
れ
を
通
じ
て
考
察
を
す
す
め
た
い
。
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全
国
平
均
の
稲
作
生
産
性
は
、
一
肱
当
三
二

ニ
カ
バ
ン
（
×
四
四
吻
）
で
あ
っ
た
。
中
部

ル
ソ
ン
五
州
は
三
九
・
一
～
四
八
ニ
カ
バ
ン

で
あ
り
、
全
国
平
均
に
対
し
て
二
二
．
八
～

一
四
九
・
八
％
の
高
い
水
準
に
あ
っ
た
。
第
1
0

図
は
こ
れ
を
市
町
別
に
展
開
し
た
も
の
で
あ

る
。
最
高
は
ブ
ラ
カ
ン
の
ハ
ゴ
ノ
イ
町
で
六
六

・
ニ
カ
バ
ン
で
あ
り
、
五
〇
カ
バ
ン
以
上
を
生

産
す
る
の
は
ブ
ラ
カ
ン
南
部
か
ら
パ
ン
パ
ン
が

南
部
に
か
け
て
の
地
域
と
タ
ル
ラ
ク
の
一
部
、

お
よ
び
ヌ
エ
バ
・
エ
シ
ハ
か
ら
。
ハ
ン
ガ
シ
ナ
ン

に
か
け
て
の
地
域
で
あ
る
。
三
〇
カ
バ
ン
未
満

の
生
産
性
が
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
の
は
パ
ン
ガ
シ
ナ
ン
の
半
島
部
に
集
中
し
、
そ
れ
以
外
の
と
こ
ろ
で
は
散
在
し
て
み
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
前
掲
第
7
、
8
図
の
労
働
お
よ
び
土
地
生
産
性
の
分
布
図
を
比
較
す
る
と
奇
妙
な
現
象
を
発
見
で
き
る
。
つ
ま
り
タ
ル
ラ
ク
、

ヌ
エ
バ
・
エ
シ
ハ
お
よ
び
パ
ン
ガ
シ
ナ
ン
な
ど
で
は
労
働
お
よ
び
土
地
生
産
性
の
高
い
地
域
で
は
米
の
生
産
性
が
高
く
な
る
と
い
う
傾
向
を
当

然
の
こ
と
と
し
て
読
み
と
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
づ
づ
ガ
、
ブ
ラ
カ
芝
お
い
て
は
労
働
萎
び
土
壁
産
性
の
肯
向
い
地
域
で
は
、
か
え

っ
て
米
の
生
産
性
が
低
く
、
低
い
地
域
で
米
の
生
産
性
が
著
し
く
高
い
と
い
う
逆
の
傾
向
が
、
一
部
に
あ
ら
わ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

パ
ン
パ
ン
ガ
に
つ
い
て
は
、
生
産
性
が
高
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
は
甘
蔗
作
の
生
産
性
の
高
さ
で
あ
る
わ
け
だ
が
、
ブ
ラ
カ
ン
の
そ
れ
に
つ
い

　
　
　
i
中
部
ル
ソ
ン
の
農
業
構
造
と
地
域
性
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九



　
　
　
一
中
部
ル
ソ
ン
の
農
業
構
造
と
地
域
性
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

て
は
明
確
な
要
因
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
農
地
に
お
け
る
休
閑
地
割
合
が
高
い
こ
と
も
あ
る
が
、
計
算
上
で
は
両
者
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
う

め
あ
わ
せ
る
こ
と
は
と
う
て
い
で
き
な
い
。

　
　
②
　
土
地
利
用
率

　
土
地
利
用
率
は
、
全
国
で
は
一
二
八
．
七
％
で
あ
る
が
、
中
部
ル
ソ
ン
五
州
は
二
二
・
O
～
一
二
四
二
％
と
全
国
以
下
の
水
準
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
こ
の
中
部
ル
ソ
ン
に
お
い
て
、
土
地
利
用
率
が
高
め
ら
れ
る
の
に
は
、
少
な
く
と
も
二
つ
の
条
件
が
必
要
で
あ
る
。
第
一
は
、

生
産
基
盤
の
一
つ
で
あ
る
灌
漑
施
設
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
中
部
ル
ソ
ン
の
平
野
は
「
乾
期
（
二
～
四
月
）
と
雨
期
（
五
～
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
）
を
明
確
に
示
す
地
域
　
　
西
部
型
」

第11図　土地利用率の分布
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で
あ
り
「
乾
期
の
は
っ
き
り
し
た
と
こ
ろ
で

は
、
灌
漑
施
設
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
、
多
毛

　
　
　
　
　
　
（
3
）

作
は
む
ず
か
し
い
。
」
の
で
あ
る
。

　
第
二
は
小
作
料
の
問
題
で
あ
る
。
　
「
重
要

な
こ
と
は
、
か
か
る
小
作
料
が
、
年
一
回
主

作
物
に
関
し
て
の
み
課
せ
ら
れ
る
の
で
は
な

く
、
各
作
物
の
作
付
け
ご
と
に
課
せ
ら
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
」
「
定
額
小
作
の
場
合
で
も
、

そ
れ
は
年
一
回
を
前
提
と
し
た
定
額
で
あ
っ

て
、
作
付
回
数
を
ふ
や
す
場
合
に
は
別
の
と

　
　
　
　
　
　
ハ
　
ソ

り
き
め
が
な
さ
れ
る
。
」
そ
れ
が
た
め
に
、



小
作
料
が
高
額
化
し
、
よ
ほ
ど
の
利
益
が
な
い
か
言
、
多
毛
作
化
を
す
す
め
よ
う
と
し
琶
の
で
あ
る
．

第
n
図
は
土
地
利
用
率
を
市
町
別
に
み
奄
の
で
あ
る
．
．
こ
れ
に
よ
れ
莫
半
の
市
票
土
地
利
用
率
塑
・
。
．
。
％
台
で
あ
る
こ
と
、

つ
ま
り
年
一
作
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
・
土
地
利
用
肇
山
眞
農
は
、
ほ
ぼ
次
の
理
由
で
も
っ
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
．
篁
は
、
州

都
の
存
在
す
る
市
・
萎
び
マ
ニ
ラ
か
ら
力
李
ト
ア
ま
で
の
国
道
五
号
鷲
い
の
市
町
で
脅
、
第
二
は
ヌ
エ
づ
エ
シ
ハ
と
づ
づ

か
ず
㌻
ク
の
山
盟
で
あ
る
・
こ
鷲
笹
ず
れ
も
、
米
以
外
の
畑
作
物
、
と
り
わ
け
都
市
向
け
野
菜
の
生
産
が
寄
し
て
い
る
地
響

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
稲
作
の
灌
漑
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
サ
ス
調
査
に
お
い
て
は
、
灌
漑
は
自
然

第12図　稲作での灌漑率の分布
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（出典）1971年農業センサスにより作図

流
下
式
と
ポ
ン
プ
・
ア
ッ
プ
式
と
の
二
つ
に
分

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

け
て
調
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
稲
作
の
灌

漑
率
に
絞
っ
て
考
察
を
す
す
め
た
い
。
全
国
平

均
で
は
三
七
・
七
％
で
あ
り
、
中
部
ル
ソ
ン
五

州
で
は
四
五
・
九
～
七
九
・
九
％
と
い
う
高
い

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

水
準
に
位
置
し
て
い
る
。

　
第
1
2
図
は
、
こ
の
市
町
別
分
布
を
示
し
て
い

る
が
、
著
し
い
地
域
差
を
み
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
特
に
対
照
的
に
は
、
ほ
ぼ
同
じ
自
然
的
条

件
下
に
あ
る
リ
ン
ガ
イ
エ
ン
湾
か
ら
内
陸
に
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一



（カバン（×44匂）／ルz）潅漑・非灌漑別米生産性第6表

一
中
部
ル
ソ
ン
の
農
業
構
造
と
地
域
性
1

合計 P．驚黙．i警鶏灘
il欄iliヨllililll誰縁繋i19．8

25．5

33．4

31．8

37。3

13．0

47．4

35．4

　　　　1
47．31

35．0

24．9

22．9

49．9

42．7

48．6

44．1

48．6

44．1

48．1

42．4

全　　国
パンガシナン

タルラク
ヌエバ・エシハ

ブラカン
パンパンガ

（出典）1971年農業センサス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二

け
て
の
地
域
で
は
灌
漑
率
が
著
し
く
低
い
が
、
そ
の
一
方
で
マ
ニ
ラ
湾
か
ら
内
陸
部
に
か
け
て

の
地
域
で
は
逆
に
著
し
く
高
い
こ
と
で
あ
る
。
ヌ
エ
バ
・
エ
シ
ハ
か
ら
パ
ン
ガ
シ
ナ
ン
に
か
け

て
は
著
し
く
高
く
、
こ
れ
に
対
し
て
ブ
ラ
カ
ン
の
南
西
部
を
の
ぞ
い
た
全
体
に
お
い
て
著
し
く

低
い
、
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
前
掲
第
1
1
図
と
の
対
応
関
係
で
い
え
ば
、
灌
漑
率
八
○
％
以
上
の

地
域
で
は
、
土
地
利
用
率
が
一
一
〇
％
台
を
こ
え
る
性
格
を
強
く
も
つ
が
、
ヌ
エ
バ
・
エ
シ
ハ

の
か
な
り
の
部
分
に
お
い
て
は
、
一
〇
〇
％
台
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
で
は
灌
漑
の
効
用
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
灌
漑
施
設
を
も
っ
て
い
る
耕
地
で
あ
っ
て
も
必
ず

し
も
常
に
灌
漑
用
水
が
充
足
さ
れ
て
い
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
全
国
で
は
灌
漑
施
設
を
も
っ
た

耕
地
で
、
実
際
に
灌
漑
用
水
を
う
け
て
栽
培
し
た
面
積
率
は
九
四
・
六
％
で
あ
り
、
残
り
は
灌

漑
施
設
が
あ
っ
て
も
そ
れ
が
充
足
さ
れ
な
か
っ
た
栽
培
面
積
率
で
あ
っ
た
。
中
部
ル
ソ
ン
五
州

は
、
全
国
平
均
に
近
く
、
パ
ン
ガ
シ
ナ
ン
の
九
三
・
○
％
か
ら
パ
ン
パ
ン
ガ
の
九
七
・
七
％
ま

で
の
幅
で
あ
っ
た
。

　
第
6
表
は
灌
漑
の
効
用
を
示
す
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
米
の
一
馳
当
り
生
産
量
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
全
国
平
均
で
は
灌
漑
施
設
．
灌
漑
水
田
の
生
産
性
が
、
平
均
値
に
比
べ
て
二
五
・

二
％
増
と
な
っ
て
い
る
。
中
部
ル
ソ
ン
五
州
で
は
各
州
の
平
場
収
量
に
対
し
て
、
。
ハ
ン
ガ
シ
ナ

ン
の
二
二
．
五
％
増
を
の
ぞ
い
た
と
し
て
も
一
・
○
～
六
・
一
％
増
で
あ
っ
た
。
次
に
灌
漑
施

設
．
非
灌
漑
水
田
の
生
産
性
は
、
全
国
で
は
平
均
値
に
対
し
て
一
一
・
八
％
増
で
あ
り
、
こ
れ

は
灌
漑
施
設
．
灌
漑
水
田
に
次
ぐ
生
産
性
を
示
し
て
い
る
。
中
部
ル
ソ
ン
五
州
で
は
O
・
七
～



五
・
六
％
増
で
あ
り
、
こ
れ
は
つ
ぎ
に
み
る
非
灌
漑
施
設
・
水
田
よ
り
も
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
非
灌
漑
施
設
．
水
田
の
生
産

性
は
・
全
国
で
筆
均
値
梟
し
三
三
・
房
減
で
あ
り
、
中
部
ル
ソ
ン
五
州
に
お
い
て
客
州
の
平
均
僖
対
し
三
．
五
～
三
．
五

％
減
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
中
部
ル
ソ
ン
五
州
に
お
い
て
も
、
ブ
ラ
カ
ン
の
灌
漑
施
設
・
非
灌
漑
水
田
〉
灌
漑
施
設
．
灌
漑
水
田
と
い
う
も
の

を
の
ぞ
け
ば
、
米
の
生
産
性
は
、
灌
漑
施
設
・
灌
漑
水
田
v
灌
漑
施
設
・
非
灌
漑
水
田
v
非
灌
漑
施
設
・
水
田
と
い
う
序
列
を
も
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
灌
漑
施
設
お
よ
び
灌
漑
用
水
は
米
の
生
産
性
を
高
め
る
の
に
貢
献
し
て
い
る
と
い
え
る
。
た
だ
全
国
平
均
の
そ
れ
ら
ほ
ど
大

き
な
格
差
を
生
ん
で
い
な
い
が
、
こ
れ
は
中
部
ル
ソ
ン
五
州
が
全
体
と
し
て
生
産
性
が
底
上
げ
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

　
次
に
陸
田
に
つ
い
て
い
え
ば
、
灌
漑
施
設
・
陸
田
は
、
中
部
ル
ソ
ン
五
州
は
全
国
平
均
の
そ
れ
よ
り
も
一
〇
。
一
～
三
四
．
一
％
増
と
な
っ

て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
全
国
平
均
値
で
い
い
え
ば
灌
漑
施
設
・
陸
田
v
非
灌
漑
施
設
・
陸
田
で
あ
る
が
、
中
部
ル
ソ
ン
五
州
で
は
パ
ン
パ

ン
ガ
だ
け
が
全
国
と
同
じ
序
列
を
も
つ
だ
け
で
他
の
四
州
で
は
逆
の
序
列
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
同
時
に
非
灌
漑
施
設
．
水
田
の
生
産
力
の

州
問
格
差
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
全
国
平
均
に
対
し
て
三
四
二
二
％
減
～
六
八
．
七
％
増
と
い
う
格
差
が
み
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
灌
漑
施
設
・
灌
漑
用
水
は
生
産
性
を
高
め
る
と
同
時
に
生
産
の
安
定
性
を
生
み
だ
す
、
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。

　
　
④
　
肥
料
、
農
薬
の
投
入

　
農
業
資
材
と
し
て
肥
料
と
農
薬
を
と
り
あ
げ
て
お
き
た
い
。
肥
料
は
化
学
肥
料
と
有
機
質
肥
料
と
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
第
7
表
に
よ
れ
ば
、

肥
料
投
入
の
全
体
の
う
ち
化
学
肥
料
の
占
め
る
割
合
は
か
な
り
高
い
。
全
国
平
均
で
は
九
五
．
二
％
で
あ
り
、
中
部
ル
ソ
ン
五
州
で
は
ブ
ラ
カ

ン
の
九
一
・
三
％
を
の
ぞ
け
ば
、
い
ず
れ
も
九
八
％
台
と
い
う
高
い
水
準
に
位
置
し
て
い
る
。
化
学
肥
料
の
投
入
量
も
、
著
し
く
高
い
水
準
に

よ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
全
国
平
均
で
は
一
物
当
り
二
一
・
九
吻
で
あ
っ
た
が
、
中
部
ル
ソ
ン
で
は
最
低
の
パ
ン
ガ
シ
ナ
ン
で
も
二

　
　
　
－
中
部
ル
ソ
ン
の
農
業
構
造
と
地
域
性
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三



一
中
部
ル
ソ
ン
の
農
業
構
造
と
地
域
性
1

肥料，農薬の投入量

　　　　　1全国1づ劉タ・レラク頚1’1ブラカぢ励

第7表
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11．0
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　　　1　1
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14・81　25．1　28．3
　　　1　　』

　　　1

95．2

　　　1

21．9．

　　　ド
7．71
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作灘撒堂（旬）12
作物作付地1加当　　　　　1　　．
　農薬投入量　　（ガロン）　・　　」
　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　し　　　（出典）1971年農業センサス

・
五
倍
の

五
四
・
八

勿
で
あ
る

し
、
最
大

の
タ
ル
ラ

ク
で
は
六

・
五
倍
の

一
四
二
・

七
勿
に
も

の
ぽ
る
の

で
あ
る
。

　
第
1
3
図

／
t
一
，
ノ
　
無

六
四

×
．
t
．

／
、

第13図　1惚当化学肥料投入量の分布
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（出典）1971年農業センサスにより作図

は
一
馳
当
り
化
学
肥
料
投
入
量
を
市
町
別
に
み
た
も
の
で
あ
る
。
最
高
は
ヌ
エ
バ
・
エ
シ
ハ
の
ミ
ュ
ノ
ス

町
九
八
五
．
三
勿
で
あ
り
、
最
低
は
パ
ン
ガ
シ
ナ
ン
の
リ
ン
ガ
イ
エ
ン
市
の
一
・
O
㎏
で
あ
っ
た
。
地
域

差
は
著
し
い
な
か
で
一
〇
〇
・
○
吻
以
上
の
地
域
を
と
り
だ
し
て
み
る
と
、
ヌ
エ
バ
・
エ
シ
ハ
北
部
、
ヌ

エ
バ
．
エ
シ
ハ
南
部
か
ら
ブ
ラ
カ
ン
中
・
北
部
、
パ
ン
パ
ン
ガ
の
中
、
北
部
、
タ
ル
ラ
ク
の
北
南
部
、
パ

ン
ガ
シ
ナ
ン
の
一
部
、
な
ど
で
あ
っ
た
。

　
次
に
農
薬
に
関
し
て
、
前
掲
第
7
表
を
み
る
と
、
こ
れ
ま
た
全
国
平
均
に
対
し
て
高
い
投
入
水
準
を
中



部
ル
ソ
ン
五
州
は
も
っ
て
い
る
・
寒
わ
ち
・
全
国
平
均
荏
癌
当
り
ヤ
七
ガ
・
ン
で
あ
っ
た
が
、
づ
づ
ガ
で
為
一
．
五
倍
の
一

丁
三
百
ン
・
最
喜
ブ
ラ
カ
ン
茜
・
五
倍
強
の
三
五
二
吾
ン
で
あ
っ
た
．
第
醤
は
、
投
入
量
を
市
町
別
に
展
開
し
た
も
の
で
あ

る
・
著
し
い
農
蒙
こ
こ
で
も
青
れ
る
・
投
入
量
霜
対
健
害
い
后
堂
・
ガ
・
柔
満
の
と
こ
ろ
は
、
リ
ガ
イ
エ
ン
湾
か
皐

島
部
に
か
け
て
の
畿
・
づ
ガ
シ
ナ
ン
の
ヌ
エ
づ
エ
シ
ハ
に
接
す
る
南
東
部
、
タ
ル
ラ
ク
の
一
部
、
ヌ
エ
バ
．
エ
シ
ハ
の
嘉
、
づ
パ

ン
ガ
の
中
・
北
部
、
ブ
ラ
カ
ン
の
南
部
の
地
域
で
あ
る
。

農
薬
の
投
入
量
と
水
理
産
讐
の
開
基
で
は
ヌ
エ
バ
、
エ
シ
ハ
に
接
す
る
づ
ガ
シ
ナ
ン
の
南
東
部
の
高
生
産
量
婆
、
農
薬
の
投

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
量
が
少
な
い
が
、
そ
こ
を
の
ぞ
け
ば
、
収
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
一
・
4
．
、
…
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ご
…
…
二
／
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
高
い
地
域
で
は
農
薬
の
投
入
量
が
多
く
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
・
、
　
．
　
　
　
　
　
　
　
．
二
一
二
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一
三
…
　
　
三
一
　
・
　
　
　
　
傾
向
が
あ
る
．
し
か
し
、
癌
当
り
5
0
ガ
ロ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
』
一

　　　第14図　1馳当農薬投入量の分布
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1
中
部
ル
ソ
ン
の
農
業
構
造
と
地
域
性
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事

㌧＿

ノ
㌧

．
／
　
　
　
　
　
　
　
　
一
．

　
　
ノ
　
　
　
　
　
一

　
　
．
r

　
　
　
．
π
曳
　
一

戦　欝菩騨
　　　＼￥
　　　　＾》／『’

（出典）1971年農業センサスにより作図

以
上
の
農
薬
が
投
入
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
必
ず
し
も
米
の
生
産
性
の
高
く
な
い
地

域
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
で
は
、
野
菜
類

に
投
入
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
パ
ン
パ

ン
が
北
部
は
土
地
生
産
性
が
高
い
が
、
農
薬
の

投
下
量
が
小
さ
い
。
こ
こ
は
甘
蔗
作
地
域
で
あ

る
。　

　
⑤
　
稲
改
良
品
種
の
普
及
率

　
第
8
表
は
稲
の
改
良
品
種
の
普
及
の
状
況
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五



稲の改良品種の普及第8表

－
中
部
ル
ソ
ン
の
農
業
構
造
と
地
域
性
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　＿　　ノくンノぐン
ブフカンが全国づ羅タ・レラ艦募

6．9

4．3

61．2

7．0

3．4

48．4

18．7

9．9

53、1

9．8

7．7

79、0

14．8

6．8

45．61

296．7

101．3

34。2

（万肋）

（万肱）

（％）

積
璽

面
種

作
品

　
良

稲
改
同

（出典）1971年農業センサス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六

示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
全
国
平
均
で
は
三
四
・
二
％
で
あ
っ
た
が
、
中
部
ル
ソ
ン
五
州
は
四
五
・
四
～

七
九
．
O
％
の
問
に
あ
り
、
き
わ
め
て
高
い
状
態
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
し
か
し
、
普
及
率
に
地
域
差
が
あ
る
こ

　
　
　
　
　
　
（
8
）

と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
第
1
5
図
は
市
町
別
に
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
。
パ
ン
ガ
シ
ナ
ン
で
は
東
西
で
極
端
な
格
差

が
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
改
良
品
種
の
普
及
が
高
い
と
こ
ろ
で
米
の
生
産
性
が
高
い
。
タ
ル
ラ
ク
に
つ
い
て
も
同

様
な
点
を
指
摘
で
き
る
。
し
か
し
ヌ
エ
バ
・
エ
シ
ハ
で
は
改
良
品
種
の
普
及
率
が
高
い
地
域
で
か
え
っ
て
米
の
生

産
性
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
パ
ン
パ
ン
ガ
、
ブ
ラ
カ
ン
で
は
対
応
性
を
み
つ
け
だ
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

第15図　稲の改良品種の普及率の分布

■
謡
皿
□

（出典）1971年農業センサスにより作図



面積割合　　　　　（単位：％）

全国携劃タルラク1頚●…ブラカン：分ンパン

灌漑方式別の面積割合第9表

100．0「100。OI100．01100、d100．OI100．0

1。．6129．9139．6：41．9131．Oi26．8

34．1

0．5

38．6

14．0

0．2

54．4

11．41
　　1
0．3

46．4

6．7

0．9

52．7

10．7

0．2

59．2

3．8

0．1

85．5

計
式
式
式
瀧

下
プ
他

　
流
　
　
　
灌

　
然
ン
の

合
自
ポ
そ
非

（出典）1971年農業センサス

1
中
部
ル
ソ
ン
の
農
業
構
造
と
地
域
性
1

（
1
）
　
「
緑
の
革
命
」
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
次
の
文
献
の
第
二
章
を
参
照
の
こ
と
。
ラ

　
　
・
ミ
ン
ト
（
小
島
清
監
訳
）
　
『
七
〇
年
代
の
東
南
ア
ジ
ア
経
済
』
　
（
日
本
経
済
新
聞
社
、
　
一
九
七
一
年
）
。

（
2
）
　
家
永
泰
光
「
稲
生
産
の
基
礎
条
件
」
　
（
宮
原
幸
則
編
著
『
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
農
業
－
現
状
と
課
題
』
ア
ジ

　
　
ア
経
済
研
究
所
、
　
一
九
七
〇
年
、
第
四
章
）
　
一
七
七
頁
。

（
3
）
　
同
左
一
七
六
頁
。

（
4
）
梅
原
弘
光
「
マ
ニ
ラ
近
郊
に
お
け
る
蔬
菜
作
の
実
態
」
（
『
ア
ジ
ア
経
済
』
第
八
巻
第
一
号
、
　
一
九
六
七

　
　
年
一
月
）
四
一
頁
。

（
5
）
　
中
部
ル
ソ
ン
五
州
の
灌
漑
面
積
率
の
大
き
さ
は
本
文
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
方
式
別
を
加
味
す
る
と
第
9

　
　
表
の
と
お
り
に
な
る
。
パ
ン
パ
ン
が
以
外
は
自
然
流
下
式
が
ポ
ン
プ
式
を
上
回
わ
っ
て
い
る
。
し
か
も
大
幅

　
　
に
上
回
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
パ
ン
パ
ン
ガ
で
ポ
ン
プ
式
の
割
合
が
高
い
の
は
、
耕
地
が
よ
り
湿
地

　
　
に
近
く
地
下
水
位
が
高
い
う
え
に
、
傾
斜
度
が
小
さ
い
た
め
で
あ
る
、
地
下
水
位
が
低
く
、
耕
地
に
斜
度
が

　
　
あ
れ
ば
、
自
然
流
下
式
に
依
存
す
る
割
合
が
高
く
な
る
。

（
6
）
　
作
物
別
に
土
地
利
用
率
を
み
る
と
、
主
な
作
物
で
は
、
稲
作
一
二
八
・
七
％
、
甘
蔗
作
一
〇
二
．
一
％
で

　
　
あ
り
、
栽
培
面
積
は
少
な
い
が
、
野
菜
類
の
土
地
利
用
率
は
高
い
。
た
と
え
ば
、
ト
マ
ト
ニ
四
五
．
九
％
、

　
　
ナ
ス
ニ
一
七
・
七
％
な
ど
で
あ
っ
た
。

（
7
）
　
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
国
際
稲
研
究
所
（
H
三
〇
醤
”
低
8
巴
閃
ざ
。
国
8
9
8
『
H
易
二
9
F
略
し
て
I
R
R
I
）

　
　
の
開
発
し
た
I
R
品
種
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

（
8
）
　
I
R
品
種
が
普
及
す
る
に
あ
た
っ
て
の
諸
問
題
は
、
宮
原
幸
則
「
高
収
量
品
種
の
出
現
に
つ
い
て
の
試
論

　
　
ー
フ
ィ
リ
ピ
ン
稲
作
の
ば
あ
い
I
」
（
『
ア
ジ
ア
経
済
』
第
一
〇
巻
第
四
号
、
一
九
六
九
年
四
月
）
お
よ

　
　
び
家
永
泰
光
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
稲
多
収
量
品
種
に
よ
る
新
農
法
成
立
の
諸
問
題
一
稲
作
経
営
の
内
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七



　
－
中
部
ル
ソ
ン
の
農
業
構
造
と
地
域
惟
一

的
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
吟
味
一
L
（
『
ア
ジ
ア
経
済
』
第

一
一
巻
第
四
号
、
一
九
七
〇
年
四
月
）
を
参
照
。

w

農
業
労
働
力
の
利
用
形
態

　
　
①
　
農
機
具
等
の
利
用
と
所
有

第
1
0
表
は
プ
ラ
ウ
の
利
用
農
家
率
と
所
有
形
態
を

示
し
て
い
る
。
中
部
ル
ソ
ン
五
州
が
全
国
平
均
値
を

か
な
り
上
回
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
プ
ラ
ウ
は
水
牛
な

ど
に
つ
け
る
も
の
で
あ
り
、
耕
作
者
が
所
有
す
る
の

が
普
通
の
形
態
で
あ
る
。

　
ハ
ロ
ー
の
場
合
も
プ
ラ
ウ
と
同
じ
で
あ
る
。
全
国

平
均
で
の
利
用
農
家
率
は
プ
ラ
ウ
に
比
べ
て
が
な
り

下
が
っ
て
い
る
。
中
部
ル
ソ
ン
五
州
間
の
差
を
し
い

て
強
調
す
る
ほ
ど
の
こ
と
は
な
い
（
第
1
1
表
）
。

　
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
近
代
的
農
機
具
で
あ
る
ト
ラ

ク
タ
ー
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
（
第
1
2
表
。
ま
ず
、

全
国
平
均
で
の
利
用
率
が
四
・
○
％
と
い
う
低
さ
で

あ
り
、
中
部
ル
ソ
ン
五
州
は
パ
ン
ガ
シ
ナ
ン
の
一
〇

（単位：％）

　所　有　形　態
摯作重！共同所有地主所有1借　用

ウラ第10表　　プ

8。2

4．1

1．6

2．3

3．2

6．3

2．4

0．5

0．2

0．2

0．3

0．5

0．3

0．0

0．0

0．0

0．1

耕作者
所　有

　　　89．1

　　　95．3

　　　98．2

　　　97．5

　　　96．5

　　　93．2

合計

100．0

100．0

100．0

100．0

100．0

100．0

利用
農家率

　62．2

　86．2

　87．8

　87．0

　78．1

　80．2

国全

ン
ク
バ
ン
ガ

ナ
　
シ

　
　
　
　
　
ン

　
ラ
　
エ
　
カ

シ　
　
　
　
　
o
、

　
　
　
　
　
ノ

ガ　
ル
バ
ラ
ン

ン
　
　
エ

パ
タ
ヌ
ブ
パ

（出典）1971年農業センサス

六
八

（単位：％）

　所有形態耕作薯陶朔地主所有1借用

口第11表　　ハ

合計
利用
農家率

8．8

5．1

3．6

6．8

3．1

7．0

1．8

0．5

0．2

0．3

0．3

0。5

0．2

0．0

0．0

0．4

0．0

47．0　100．0189．1
82．51。。．。l　g4．4

　　　　　　　　　　　1

11111111111111
　　　　　　　　　　　t

77．3　　　100．0　　　　96・6
　　　　　　　　　　　1

73．0　　　 100．0』　　　92．4

国
ン
ク
ハ
ン
ガ

　
ナ
　
シ
　
ン

　
　
ラ
エ
カ

　
シ

　
　
　
　
・
　
バ

　
ガ
ル
バ
ラ

　
　
　
　
　
　
ン

　
ン
　
エ

全
パ
タ
ヌ
ブ
パ

（出典）1971年農業センサス



（単位：％）トラクター第12表

態

r悟用
有形チ

期所有1地主所有

79．5

89．8

92．1

91．2

95．4

84．3

4．7

3．0

0．7

2．9

0．6

0．3

　10．11

0．0

0。4

　所
耕作者

所有
　15．7

　7．2

　7．2

　5．0

　4．0

　6．5

合計
利用

100．0

100．0

100．0

100．0

100．0

100．0

農家率

　　4．0

　10．8

　22．4

　21．8

　20．4

　24．3

国
ン
ク
ハ
ン
ガ

　
ナ
　
シ
　
ン

　
シ
ラ
エ
カ

　
　
　
じ
　
　
ぐ

　
　
　
　
　
ノ

ノ
づ
ノ

　
ン
　
エ

全
パ
タ
ヌ
ブ
パ

（単位：％）

（出典）1971年農業センサス

第13表　　スプレイヤー

態形有所

辮薯肺耐地主耐借用合計
利　用

農家率

28．9

86．3

88、3

54．5

79．6

1．7

1．2

16．3

0、d
＿l

　　　　　　　　　l

－l

　　　　　　　　　　I

　　　　　　　　　　I

　　　　＿l
　　　　　　　　　　I

illl§lii隠i

8．91　　100．0　　　45．5

3．4　　　100．0　　　100．0

5・01100・OI4・1

国
ン
ク
ハ
ン
ガ

　
ナ
　
シ
　
ン

　
シ
ラ
エ
カ

　
　
　
じ
　
　
　
ぐ

　
　
　
　
　
ノ

ガ
ル
づ
ノ

　
ン
　
エ

全
パ
タ
ヌ
ブ
パ

（出典）1971年農業センサス

1
中
部
ル
ソ
ン
の
農
業
構
造
と
地
域
性
一

％
台
を
の
ぞ
け
ば
い
ず
れ
も
二
〇
％
台
と
い
う
高
い

水
準
に
な
っ
て
い
る
。
同
時
に
特
徴
的
な
こ
と
は
こ

れ
ら
の
ト
ラ
ク
タ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が
借
用
に
よ
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
全
国
水
準
で
は
一
五
．
七
％
あ

っ
た
耕
作
者
所
有
も
、
中
部
ル
ソ
ン
五
州
で
は
そ
の

半
分
以
下
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
中
部
ル
ソ
ン
五
州

間
で
の
差
を
い
う
な
ら
ば
、
パ
ン
パ
ン
ガ
で
地
主
所

有
が
一
〇
・
三
％
あ
る
の
に
対
し
て
、
タ
ル
ラ
ク
、

ブ
ラ
カ
ン
で
は
一
・
○
％
に
も
満
た
な
か
っ
た
こ
と

で
あ
る
。

　
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
利
用
率
は
全
国
平
均
に
比
較
し

て
。
ハ
ン
パ
ン
ガ
を
除
き
中
部
ル
ソ
ン
五
州
で
は
高
い

（
第
1
3
表
）
。
し
か
も
州
間
格
差
が
少
な
い
。
他
方
、

所
有
形
態
は
き
わ
め
て
多
様
性
に
富
ん
で
い
る
。
ブ

ラ
カ
ン
で
は
す
べ
て
耕
作
者
所
有
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
パ
ン
ガ
シ
ナ
ン
、
タ
ル
ラ
ク
、
パ
ン
パ
ン
ガ
で

は
借
用
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
ま
た
も
っ
と
も
利
用
率

の
高
い
ヌ
エ
バ
・
エ
シ
ハ
で
は
耕
作
者
所
有
と
借
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九



収穫・脱穀機

1
中
部
ル
ソ
ノ
の
農
業
構
造
と
地
域
性
一

穀　機　　　　　（単位：％）

翻合悔轟齢．
第14表

34．1

36、1

27．2

42．7

46．9

23．5

6．1

1．5

5．7

2．8

1．9

2．4

0．21

　…
0．1

　！
0．0

　！
0．11

59．5

62．3

67．．1

54．5

51．2

74、1

00．0

00．0

00．0

00．0

00．0

00．σ

6．2

20．0

51．1

67．1

42．7

24．7

全　　　 国

パンガシナン
タ　ル　ラ　ク
ヌエバ・エシハ
ブ　ラ　サ　ン

パンパンガ

（単位：％）

　　　所　　有　　形　　態

鮮碧！共同所有1地主所有：借用

（出典）1971年農業センサス

第15表　　パ　　　イ　　　ク

74．1

48．4

77．9

75．9

88．2

78．4

5．3

6．5

4．5：

6．9

0．8－

5．4

0．1

0．3

20．5…

45。1－

　　　1

17．61

12．8

11．O
　　　I

16．2

利用1
農掴合計
　　　　1
　　3．61　　100．0

　　　1．8　　100．0

　　8・81　100・0

　　20．2i　　100．0

　　21．3　　　100．0
15．511。。．。

全　　　 国

パンガシナン
タ　ル　ラ　ク
ヌエバ・エシハ
ブ　ラ　カ　ン

パンパンガ
（出典）1971年農業センサス

七
〇

と
が
拮
抗
し
て
い
る
。

収
穫
・
脱
穀
機
の
利
用
農
家
率
は
全
国
水
準
に
比

較
し
て
著
し
く
高
い
（
第
1
4
表
）
。
特
に
ヌ
エ
バ
・

エ
シ
ハ
で
は
六
七
・
一
％
に
も
及
ぶ
。
所
有
形
態
は

い
ず
れ
も
耕
作
者
所
有
を
第
一
位
と
し
て
、
借
用
を

第
二
位
と
し
て
い
る
。

バ
イ
ク
は
主
に
籾
の
運
搬
に
利
用
さ
れ
る
。
全
国

で
は
決
し
て
高
い
利
用
率
に
な
っ
て
い
る
と
は
い
え

な
い
。
パ
ン
ガ
シ
ナ
ン
は
全
国
平
均
以
下
で
あ
る
が

他
は
そ
れ
を
大
き
く
上
回
わ
っ
て
お
り
、
ヌ
エ
バ
・

エ
シ
ハ
や
ブ
ラ
カ
ン
で
は
二
〇
％
台
と
な
っ
て
い
る

（
第
1
5
表
）
。
所
有
形
態
で
は
利
用
率
の
低
い
パ
ン

ガ
シ
ナ
ン
で
耕
作
者
所
有
が
か
な
り
高
い
も
の
の
、

他
は
借
用
が
主
要
な
形
態
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
中
部
ル
ソ
ン

五
州
は
基
本
的
に
は
農
機
具
の
利
用
率
が
高
く
、
特

に
近
代
的
な
そ
れ
に
つ
い
て
は
相
対
的
に
か
な
り
高

い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
そ
の
水
準
の
高
さ
は
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1
中
部
ル
ソ
ン
の
農
業
構
造
と
地
域
性
1 耕

作
者
が
所
有
す
る
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
借
用
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
同

時
に
地
主
所
有
形
態
が
か
な
り
小
さ
く
、
共
同
所
有
形
態
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
も
っ
け

加
え
て
お
き
た
い
。

　
　
②
農
業
労
働
力
利
用
形
態

　
V
②
の
土
地
利
用
率
で
言
及
し
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
中
部
ル
ソ
ン
五
州
に
お
け

る
基
本
的
な
農
業
経
営
は
年
一
作
で
、
多
毛
作
は
例
外
的
な
存
在
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た

が
、
こ
の
こ
と
は
第
1
6
表
に
お
い
て
も
再
確
認
さ
れ
う
る
。
つ
ま
り
、
農
業
経
営
の
期
間
が
年

間
五
～
六
ヵ
月
の
と
こ
ろ
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。
そ
の
一
方

に
お
い
て
通
年
的
経
営
も
存
在
す
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
甘
蔗
作
や
野
菜
作
あ

る
い
は
畜
産
経
営
な
ど
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
農
村
の
農
業
労
働
力
の
特
徴
は
雇
用
労
働
力
へ
の
依
存
の
割
合

　
　
　
　
　
　
パ
エ
ロ

の
高
さ
に
あ
っ
た
。
第
1
6
図
は
そ
の
依
存
の
割
合
の
高
さ
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
全
国
平
均

で
は
自
家
労
働
力
の
割
合
が
五
六
二
二
％
と
雇
用
労
働
力
の
割
合
四
三
．
七
％
を
上
回
っ
て
い

る
が
、
中
部
ル
ソ
ン
五
州
で
は
タ
ル
ラ
ク
を
除
い
て
、
い
ず
れ
も
雇
用
労
働
力
の
割
合
が
自
家

労
働
力
の
そ
れ
を
上
回
わ
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
パ
ン
。
ハ
ン
ガ
に
お
い
て
は
雇
用
労
働
力
の
割

合
が
八
○
・
八
％
と
著
し
く
高
い
。
性
別
で
は
、
自
家
労
働
力
の
場
合
も
雇
用
労
働
力
の
場
合

も
、
男
子
の
占
め
る
比
重
が
大
き
い
。
特
に
自
家
労
働
力
の
場
合
に
は
ヌ
エ
バ
・
エ
シ
ハ
、
ブ

ラ
カ
ン
、
パ
ン
パ
ン
ガ
な
ど
で
は
女
子
労
働
力
の
占
め
る
割
合
が
小
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一



　
こ
の
雇
用
労
働
へ
の
依
存
の
割
合
の
高
さ
は
、
こ
れ
ま
で
、
分
益
小
作
制
度
下
の
農
村
で
の
収
穫
歩
留
ま
り
を
少
し
で
も
高
め
た
い
と
い
う

抵
抗
的
行
動
と
相
対
的
過
剰
人
口
を
農
村
共
同
体
と
し
て
扶
養
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
情
と
に
よ
っ
て
、
主
に
説
明
さ
れ
て
き
て
い

る
。
第
1
7
図
は
経
営
面
積
規
模
別
に
自
家
労
働
力
依
存
、
逆
に
み
れ
ば
雇
用
労
働
力
依
存
率
、
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
全
国
平
均
で
は
自
家
労

全

第16図　農業労働力利用構成

　　　　　　　自家労働力

　　　　　　　男一一一一Y女
　　　　■

　国

パンガシナン

タ　ル　ラ　ク

ヌエバ・エシハ

フ　　フ　　カ　　ン

パ　ンバンが

雇用労働力

男一r女一

　　0　　　10　　　20　　　30　　　40　　　50　　　60　　　70　　　8D　　　90　　100

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％

（出典）1971年農業センサスにより作図

（注）自家労働力とは賃金非支払農業労働者のことであり，

　　交換労働力なども含む。

第17図
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経営面積規模別自家労働力のみに依存する割合
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（出典）1971年農業センサスにより作図
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働
力
の
み
に
依
存
し
て
い
る
経
営
の
割
合
は
芸
λ
％
、
自
家
労
働
力
と
雇
用
労
働
力
と
を
利
用
し
て
い
る
経
営
は
九
．
○
％
、
ほ
と
ん
ど

雇
用
労
働
力
に
依
存
し
て
い
る
経
営
は
一
五
三
讐
あ
っ
た
．
経
営
面
積
規
模
別
で
裏
労
働
力
の
み
俵
存
す
る
経
営
の
割
合
は
、
二
五

・
○
肋
未
満
で
は
八
二
・
六
～
六
六
・
○
％
の
あ
い
だ
で
、
緩
慢
な
動
き
で
は
あ
る
が
規
模
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
自
家
労
働
力
の
み
へ
の

依
存
割
合
が
小
さ
く
な
る
。
二
五
・
○
加
以
上
に
な
る
と
急
速
に
雇
用
労
働
力
へ
の
依
存
を
高
め
る
。

　
中
部
ル
ソ
ン
五
州
で
は
、
タ
ル
ラ
ク
の
み
が
全
国
平
均
と
同
じ
。
ハ
タ
ー
ン
を
と
る
が
、
ヌ
エ
バ
．
エ
シ
ハ
で
は
一
〇
．
○
肱
を
境
い
に
し
た

変
化
が
み
ら
れ
る
。
・
ハ
ン
ガ
シ
ナ
ン
と
パ
ン
パ
ン
ガ
で
は
一
〇
・
○
～
二
五
・
○
加
の
規
模
で
む
し
ろ
自
家
労
働
力
の
み
に
依
存
す
る
割
合
は

高
く
な
る
し
・
ブ
ラ
カ
ン
に
至
っ
て
は
五
6
主
？
盆
で
裏
労
働
力
の
み
へ
の
依
存
率
叢
低
で
、
そ
れ
を
こ
え
る
と
む
し
ろ
依
存

率
が
高
ま
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
を
示
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
中
部
ル
ソ
ン
の
主
要
農
業
は
稲
作
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
稲
作
は
、
前
掲
第
4
図
で
説
明
を
加
え
た
よ
う
に
、
五
．
○
加
未
満

の
経
営
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
そ
れ
以
上
の
経
営
面
積
規
模
の
も
の
は
、
甘
蔗
作
、
畜
産
経
営
な
ど
を
主
体
と
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
五
・
○
加
未
満
に
考
察
を
限
定
し
て
み
る
と
、
ブ
ラ
カ
ン
の
よ
う
な
例
も
あ
る
が
、
ほ
ぼ
面
積
規
模
が
大
き
く
な
る

に
つ
れ
て
自
家
労
働
力
へ
の
依
存
割
合
が
小
さ
く
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

最
後
に
箋
図
は
季
第
労
男
配
分
と
、
季
節
平
均
裏
場
当
雇
用
労
讐
数
と
そ
の
構
成
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
．
季
節
別
労
働
力
配

分
は
・
全
国
平
均
で
は
七
～
九
月
が
最
大
で
三
丁
・
％
、
次
い
で
6
～
三
月
三
・
三
％
、
一
～
三
月
三
．
四
％
、
四
～
六
旦
七

●
四
％
で
あ
っ
た
。
中
部
ル
ソ
ン
五
州
で
は
パ
ン
パ
ン
ガ
の
一
〇
～
一
二
月
を
の
ぞ
い
て
、
い
ず
れ
も
七
～
九
月
、
一
〇
～
二
一
月
の
配
分
率

が
全
国
平
均
を
上
回
わ
っ
て
い
る
．
こ
れ
は
中
部
ル
ソ
旺
お
い
て
七
～
九
星
雨
期
米
作
の
田
植
え
が
き
て
、
一
・
～
三
月
に
雨
期
米
作

の
収
穫
が
く
る
こ
と
に
よ
る
。
そ
し
て
乾
期
米
作
は
少
な
い
の
で
と
り
わ
け
上
記
の
期
間
に
労
働
力
配
分
が
集
中
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

う
。
パ
ン
パ
ン
ガ
の
場
合
、
他
の
中
部
ル
ソ
ン
四
州
に
比
較
し
て
、
乾
期
米
作
期
に
配
分
さ
れ
る
割
合
が
高
い
が
、
こ
れ
は
こ
の
時
期
に
甘
蔗

　
　
　
－
中
部
ル
ソ
ン
の
農
業
構
造
と
地
域
性
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
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　第18図　季節別労働力配分egと季節平均
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～9月

10～12月
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4～6月
常雇

臨雇

補助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
。
蜘
ω
2
。
。
m
幽
3
。
ω

補
助
雇
が
多
か
っ
た
（
五
二
・
六
％
）
。
こ
れ
ら
の
差
は
人
数
を
含
め
て
、

圧
、
経
営
形
態
な
ど
を
複
合
的
に
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
1
の
注
に
か
か
げ
た
文
献
の
ほ
と
ん
ど
は
こ
れ
を
と
り
あ
つ
か
っ
て
い
る
。

50　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　田

囚

（出典）1971年農業センサスにより作図

（注）　常雇：当該作物栽培期間で半分以上の期間に

　　　　　　わたって雇用された労働者

　　　臨雇：同上で3分の1以上半分未満

　　　補助：同上で3分の1未満

　
　
　
　
　
　
七
四

作
の
収
穫
期
が
く
る
こ
と
に
よ
る
。

　
雇
用
労
働
力
数
を
み
る
と
、
全
国
で

は
一
農
場
当
り
三
四
人
に
の
ぼ
り
、
う

ち
常
雇
七
人
、
臨
雇
一
三
人
、
補
助
一

四
人
で
あ
っ
た
。
州
別
で
は
、
甘
蔗
作

の
あ
る
パ
ン
パ
ン
ガ
で
八
五
人
か
ら
ブ

ラ
カ
ン
の
二
一
人
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
。
雇
用
者
の
中
味
を
み
れ
ば
、
相
対

的
に
タ
ル
ラ
ク
で
常
雇
が
多
く
（
二
〇

・
○
％
）
、
パ
ン
パ
ン
ガ
で
臨
雇
が
多
く

（
六
一
一
丁
五
％
）
、
ヌ
エ
バ
・
エ
シ
ハ
で

単
に
経
営
面
積
規
模
の
大
き
さ
だ
け
で
な
く
、
小
作
制
度
、
人
口

W
　
む
　
す
　
び

　
本
稿
で
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
中
部
ル
ソ
ン
を
と
り
あ
げ
、
一
九
七
一
年
農
業
セ
ン
サ
ス
の
分
析
を
中
5
と
し
て
、

と
そ
の
地
域
性
に
つ
い
て
論
究
し
た
。
そ
の
結
果
を
要
約
す
れ
ば
次
の
と
お
り
に
な
ろ
う
。

そ
こ
に
展
開
す
る
農
業
構
造



　
土
地
所
有
形
態
に
お
い
て
は
小
作
農
の
割
合
が
高
く
、
し
か
も
分
益
小
作
が
広
く
展
開
す
る
な
か
で
、
現
物
定
額
小
作
が
全
国
平
均
に
比
べ

て
よ
り
高
い
割
合
で
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
経
営
面
積
規
模
に
お
い
て
は
全
国
平
均
よ
り
も
下
回
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
そ
れ
が
稲
作
経
営
と

の
関
連
で
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
所
有
形
態
と
経
営
面
積
規
模
と
の
関
係
は
一
義
的
に
は
決
定
さ
れ
て
い
な
い
。

　
土
地
利
用
に
お
い
て
は
一
年
生
作
物
の
割
合
が
高
く
、
と
り
わ
け
稲
作
で
の
一
毛
作
利
用
が
著
し
い
。

　
農
家
の
専
業
・
兼
業
別
構
成
で
は
、
農
業
専
業
の
割
合
が
著
し
く
高
い
が
、
こ
れ
は
単
に
農
業
生
産
性
に
よ
る
だ
け
で
な
く
、
兼
業
機
会
に

そ
れ
ほ
ど
め
ぐ
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。
兼
業
の
中
味
で
は
手
・
加
工
労
働
を
最
大
の
部
門
と
し
つ
つ
も
、
販
売
労
働
、
運
輸

通
信
、
そ
の
他
軍
人
に
地
域
的
な
特
徴
が
み
ら
れ
る
。

　
農
業
生
産
性
は
。
ハ
ン
ガ
シ
ナ
ン
を
除
い
て
は
高
い
が
、
所
有
形
態
別
で
の
一
義
的
な
生
産
性
序
列
は
存
在
し
な
い
。
分
益
小
作
に
お
け
る
分

益
比
率
五
〇
一
五
〇
の
割
合
は
大
き
く
、
生
産
性
の
高
さ
と
小
作
料
負
担
の
大
き
さ
と
が
背
中
あ
わ
せ
と
な
っ
て
い
る
。

　
米
の
生
産
性
の
高
さ
は
、
中
部
ル
ソ
ン
全
体
と
し
て
は
、
化
学
肥
料
や
農
薬
の
投
入
量
の
大
き
さ
、
灌
漑
施
設
の
普
及
、
稲
の
改
良
品
種
の

普
及
な
ど
に
よ
っ
て
い
る
が
、
未
だ
土
地
利
用
が
基
本
的
に
は
一
毛
作
に
お
わ
っ
て
い
る
と
い
う
限
界
性
も
あ
る
。

　
農
機
具
の
利
用
率
は
全
体
と
し
て
高
い
。
近
代
的
な
そ
れ
は
借
用
に
依
存
し
て
い
る
。
労
働
力
は
雇
用
労
働
力
に
依
存
す
る
割
合
が
高
い
。

　
中
部
ル
ソ
ン
五
州
は
こ
れ
ら
の
点
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
が
、
州
別
分
析
、
市
町
別
分
析
に
よ
っ
て
、
か
な
り
の
地
域
性
が
存
在
す
る
こ

と
が
わ
か
る
。
特
に
・
パ
ン
ガ
シ
ナ
ン
と
他
四
州
と
の
間
に
は
歴
然
と
し
た
差
異
が
あ
る
。
ま
た
四
州
の
間
に
も
ち
が
い
が
あ
る
が
、
こ
の
こ

と
は
、
中
部
ル
ソ
ン
の
全
体
像
を
語
る
と
き
に
、
一
つ
の
村
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
か
ら
で
て
く
る
論
理
を
、
単
純
に
拡
大
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
を
意
味
す
る
。
た
と
え
ば
、
農
地
改
革
で
の
分
益
小
作
↓
定
額
定
作
（
こ
の
図
式
自
体
吟
味
の
必
要
が
あ
る
が
）
の
評
価
を
、
農
民
の
意

識
の
改
革
↓
農
業
生
産
性
の
向
上
、
と
結
び
つ
け
て
語
る
こ
と
が
、
す
べ
て
の
地
域
に
お
い
て
可
能
で
あ
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
こ

と
、
ま
た
米
の
生
産
性
の
地
域
差
は
単
純
に
、
灌
漑
率
と
か
農
薬
、
肥
料
投
入
量
と
か
、
改
良
品
種
の
普
及
率
、
近
代
的
労
働
手
段
の
利
用
率
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と
か
と
を
反
映
し
て
こ
な
い
こ
と
、
な
ど
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。

　
最
後
に
、
一
九
七
一
年
農
業
セ
ン
サ
ス
を
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
業
績
と
を
結
び
つ
け
る
う
え
に
お
い
て
、
最
大
の
障

害
に
な
っ
た
こ
と
と
し
て
は
、
第
一
に
地
主
”
土
地
所
有
に
関
す
る
デ
ー
タ
が
欠
け
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
所
有
、
経
営
面
積
規
模
別
の
デ
ー

タ
が
少
な
い
こ
と
、
な
ど
で
あ
っ
た
。


